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（単位/人）

学科 入学者

経
済

学部 研究科 入学者

経
営

法

人
文

工

経 済 学 科
311

地域経済学科

経 済 学 科
135

地域経済学科
経 営 学 科 168
経営情報学科 142
経 営 学 科 109

法 律 学 科
272

政 治 学 科
法 律 学 科

193
政 治 学 科
日本文化学科 99
英米文化学科 100
日本文化学科 40

英米文化学科 38
社会環境工学科 60
建 築 学 科 74

電子情報工学科 70
生 命 工 学 科 59

1 部　計 1,355

2 部　計 515

大学　　計 1,870

経済学研究科
1
2

経営学研究科
─
─

─
─

法学研究科

文学研究科
2
4

工学研究科
2
1

（修士課程）

（博士課程）

（修士課程）

（博士課程）

（修士課程）

（博士課程）

（修士課程）

（博士課程）

（修士課程）

（博士課程）

大学院　計 12

1,882

大
　
学
　
院

大学・大学院　計

令和３年度 入学者数

１
部

２
部

２
部

１
部

１
部

２
部

１
部

２
部

　

令
和
３
年
度
の
新
入
生

１
８
８
２
名
（
学
部
学
生
１
部

１
３
５
５
名
、
２
部
５
１
５
名
、

大
学
院
博
士
（
後
期
）
課
程
７
名
、

修
士
課
程
５
名
）
が
４
月
に
入

学
し
た
。

　

今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
入

学
式
は
実
施
せ
ず
、
４
月
２
日
か

ら
７
日
に
か
け
て
学
部
別
に
行

わ
れ
た
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
、

入
学
許
可
宣
言
、
学
長
・
学
部

長
の
あ
い
さ
つ
等
が
、
収
録
さ

れ
た
動
画
に
よ
り
行
わ
れ
た
。　

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
学
部
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
履
修
登
録
な
ど

学
生
生
活
を
送
る
う
え
で
の
必

要
事
項
の
説
明
や
、 

外
国
語
科

目
の
ク
ラ
ス
分
け
テ
ス
ト
な
ど

を
実
施
。
合
わ
せ
て
健
康
診
断

も
行
わ
れ
た
。
新
入
生
た
ち
は
、

期
待
と
不
安
を
胸
に
学
生
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

令
和
２
年
度

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式

　

令
和
２
年
度
卒
業
証
書
・
学

位
記
授
与
式
が
３
月
19
日
・
３

月
20
日
、
北
海
道
立
総
合
体
育

セ
ン
タ
ー
「
北
海
き
た
え
ー
る
」

に
て
執
り
行
わ
れ
た
（
９
月
期

 

新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス

 

安
酸
学
長
あ
い
さ
つ

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
正
式
に

入
学
式
を
行
う
べ
き
で
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、

「
北
海
き
た
え
ー
る
」
で
の
入
学
式
を
取
り

や
め
、
学
部
ご
と
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
い

て
入
学
許
可
を
す
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し

た
。
是
非
ご
理
解
下
さ
い
。

　

皆
さ
ん
が
入
学
さ
れ
た
北
海

学
園
大
学
は
、
１
９
５
０
年
に

産
声
を
上
げ
た
北
海
短
期
大
学

を
前
身
と
し
て
、
１
９
５
２
年
に
創
立
さ

れ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
短
期
大
学
の
誕

生
か
ら
起
算
す
る
と
、
今
年
で
71
年
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
母
体
と
な
る
学
校
法
人

北
海
学
園
自
体
は
、
１
８
８
５
（
明
治
18
）

年
に
礎
石
が
据
え
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
そ

こ
を
起
点
と
す
れ
ば
今
年
で
１
３
６
年
と

な
り
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
北
海
道

で
は
最
古
の
私
立
学
校
法
人
で
す
。

　

現
在
、
本
大
学
に
は
経
済
学
部
、
経
営

学
部
、
法
学
部
、
人
文
学
部
、
工
学
部
の

５
つ
の
学
部
が
あ
り
、
そ
の
上
に
は
５
つ

の
大
学
院
研
究
科
と
、
１
つ
の
専
門
職
法

科
大
学
院
法
務
研
究
科
が
あ
り
ま
す
。
在

学
生
約
８
３
０
０
名
、
卒
業
生
９
万
余
名

を
数
え
ま
す
の
で
、
名
実
と
も
に
北
海
道

最
大
の
私
立
総
合
大
学
で
す
。

　

本
学
の
建
学
の
精
神
は
、「
開
拓
者
精

神
（Pioneer Spirit

）」
で
す
。
北
海

道
開
拓
に
由
来
す
る
こ
の
ス
ク
ー
ル
モ
ッ

ト
ー
は
、
し
ば
し
ば
二
つ
の
「
じ
り
つ
」、

す
な
わ
ち
自
分
の
足
で
立
つ
と
い
う
意
味

の
「
自
立
」
と
、
自
分
で
自
分
を
律
す
る

と
い
う
意
味
の
「
自
律
」、
に
よ
っ
て
も
言

い
表
さ
れ
ま
す
。
未
知
の
世
界
に
勇
猛
果

敢
に
挑
戦
す
る
こ
の
精
神
は
、
混
迷
を
深

め
る
今
の
時
代
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
未
来
予

想
図
を
描
い
て
い
ま
す
か
？　

皆
さ
ん
に

は
大
き
な
夢
を
抱
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
可
能

性
に
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
大

学
の
四
年
間
は
、
教
養
や
専
門
知
識
を
身

に
つ
け
、
総
合
的
判
断
力
や
問
題
解
決
能

力
を
磨
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
予
想
図
を

描
く
期
間
で
す
。
こ
の
時
期
を
ど
う
過
ご

す
か
で
人
生
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
自

分
を
あ
ま
り
狭
く
規
定
し
な
い
で
、
い
ろ

い
ろ
な
可
能
性
に
挑
戦
し
て
く
だ

さ
い
。
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
た
人

生
な
ぞ
存
在
し
ま
せ
ん
。
た
と
い

障
害
や
困
難
が
あ
っ
て
も
、
ひ
と

は
自
分
の
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
け
る
の

で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
の
「
人
生
の
開

拓
者
」
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
わ
が
北
海
学
園
大
学
へ
の
ご

入
学
ほ
ん
と
う
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
が
充
実
し
た
も

の
と
な
る
よ
う
祈
念
し
て
、
学
長
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

人
生
の
開
拓
者
た
れ
！

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
入
学
許
可
宣
言

令和３年度

令和２年度 卒業生数／修士・博甲・博乙・法務博数 （単位/人）

学  科 累  計
令和２年度卒業生

経
済

経
営

法

人
文

工

１
部

２
部

１
部
２
部

１
部

２
部

１
部

２
部

経 済 学 科 173 20,269
地域経済学科 142 2,161
経 営 学 科 ─ 8,766
経 済 学 科 73 7,782
地域経済学科 64 709
経 営 学 科 ─ 3,291
経 営 学 科 165 2,623
経営情報学科 132 2,184
経 営 学 科 94 1,428
法 律 学 科 158 12,470
政 治 学 科 110 2,294
法 律 学 科 100 5,669
政 治 学 科 71 948
日本文化学科 98 2,423
英米文化学科 95 2,353
日本文化学科 34 973
英米文化学科 30 699

社会環境工学科 48 4,437
建 築 学 科 69 4,671
電子情報工学科
生 命 工 学 科

64 2,820

（修　士） 4
─

205
（博士甲） 12
（博士乙） ─ 1
（修　士） 7 121
（博士甲） ─ 14
（博士乙） ─ 5
（法・修士） 1 107
（政・修士） 1 27
（法・博士甲） ─ 9
（政・博士甲）
（博士乙）

─
─

1
4

（日・修士） 1 102
（英・修士） ─ 29
（日・博士甲） ─ 3
（英・博士甲） ─ 1
（日・修士乙） ─ 7
（建・修士）

経済学
研究科

経営学
研究科

法　学
研究科

文　学
研究科

工　学
研究科

─ 149
（電・修士）
（生・修士）

（建・博士甲）
（電・博士甲）

─ 47

法務研究科（法務博士） 2 154

90,3081,792

大

　
　学

　
　院

大学・大学院　計

9月期
研究科 累  計

令和２年度修了生
9月期合計 合計

5
6
─
13
10
─
7
7
18
7
─
21
5
─
1

4
1

─
4

─
1

1 部　計 1,306 67,790
2 部　計 466 21,499
大学　計 1,772 89,289110

72
38

178
148
0
86
74
0

172
139
112
165
110
121
76
98
96
35
34
52
69
65

52 31952
1,344
538
1,882

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

4
─
─

7
7
7

─
─
─
─

大学院　計 20 1,0190
110

4
0
0
7
0
0
1
1
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
4
0
0
2
20

1,902

学部

新
入
生 
大
学
生
活
ス
タ
ー
ト

安酸敏眞学長（右）と教育振興委員長 水野谷
武志教授

北幹警備保障株式会社 代表取締役社長 秋
庭征富氏（右）と安酸敏眞学長

　

本
学
、
安
酸
敏
眞
学
長
よ
り
教

育
振
興
資
金
と
し
て
１
０
０
万

円
を
超
え
る
寄
付
金
が
贈
ら
れ

た
。

　

３
月
30
日
、
教
育
振
興
委
員

長 

水
野
谷
武
志
教
授
か
ら
、
学

業
に
勤
し
む
学
生
へ
の
給
付
奨

学
金
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
謝
辞
が
伝
え
ら
れ
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

安
酸
敏
眞
学
長
か
ら
学
生
支
援
寄
付
金

は
令
和
２
年
９
月
30
日
挙
行
）。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
学

部
・
研
究
科
別
に
２
日
間
に
分

け
、
卒
業
生
、
修
了
生
、
教
職

員
の
み
で
実
施
さ
れ
た
。

卒業証書・学位記の授与

新型コロナウイルス感染拡大防止対策を徹底して行われた新入生ガイダンス。安酸学長が動画であいさつ

感染拡大防止対策を行い2日間に分けて実施
　

北
幹
警
備
保
障
株
式
会
社
の

秋
庭
征
富
代
表
取
締
役
社
長

よ
り
、
教
育
振
興
資
金
と
し
て

１
０
０
万
円
が
贈
ら
れ
た
。

　

３
月
４
日
、
安
酸
敏
眞
学
長

か
ら
、
今
回
の
ご
寄
付
を
学
業

に
勤
し
む
学
生
へ
の
給
付
奨
学

金
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
謝
辞
が
伝
え
ら
れ
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
。

北
幹
警
備
保
障
か
ら
学
生
支
援
寄
付
金

宗
教
と
風
紀

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

 

を
実
現
す
る
高
校

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
と

 

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

公
正
か
ら
問
う
近
代
日
本
史

森
林
を
活
か
す
自
治
体
戦
略
市
町
村
森
林
行
政
の
挑
戦

明
治
期
読
本
と
平
仮
名
字
体
意
識

地
域
の
再
生
と
多
元
的
経
済

高
尾
賢
一
郎
・ 

後
藤
絵
美
・
小
柳
敦
史 （
人
文
学
部
准
教
授
）
編
著

辻
敏
裕
・
堂
徳
将
人 

編
著

小
形
秀
雄（
工
学
部
講
師
）
他
共
著

環
境
先
進
国
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
学
ぶ

的
場
信
敬
・
平
岡
俊
一
・

上
園
昌
武（
経
済
学
部
教
授
）

  

編
著

佐
藤
健
太
郎
・
荻
山
正
浩
・
山
口
道
弘 

編
著
／
池
田
真
歩（
法
学
部
講
師
）他
共
著

〈
聖
な
る
規
範
〉か
ら
読
み
解
く
現
代

イ
ギ
リ
ス
の
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
と

社
会
的
企
業
に
学
ぶ

早
尻
正
宏（
経
済
学
部
准
教
授
）・
守
友
裕
一 

編
著

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
見
通
し
た
学
校
経
営
と
授
業

柿
澤
宏
昭 

編
著
／
早
尻
正
宏（
経
済
学
部
准
教
授
）他
共
著

定
価 

六
、四
九
〇
円（
税
込
）

定
価 

二
、〇
九
〇
円（
税
込
）

定
価 

五
、二
八
〇
円（
税
込
）

定
価 

三
、三
〇
〇
円（
税
込
）

定
価 

三
、三
〇
〇
円（
税
込
）

定
価 

四
、七
三
〇
円（
税
込
）

法
や
規
則
と
し
て
、
あ
る
い
は
暗
黙
の
了
解
と
し
て
、
社

会
の
な
か
で
守
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
ル
ー
ル
＝〈
風
紀
〉。

宗
教
と
の
か
か
わ
り
を
軸
に
、
そ
の
複
雑
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
動
態
を
読
み
解
く
。

激
変
す
る
社
会
に
お
け
る
高
校
教
育
改
革
に
ど
う
向
き

合
っ
て
い
く
の
か
。
新
学
習
指
導
要
領
で
も
強
調
さ
れ
る

「
社
会
に
開
か
れ
た
学
び
」
の
実
現
の
た
め
に
、
ど
ん
な
学

校
経
営
・
授
業
が
構
想
で
き
る
の
か
具
体
的
に
提
示
す
る
。

近
代
日
本
を
対
象
に
、
歴
史
学
に
於
け
る
「
公
正
」
を
主

題
と
し
た
研
究
成
果
を
ま
と
め
る
。「
経
済
と
制
度
」「
政

治
と
外
交
」「
地
域
と
民
衆
」「
思
想
と
学
説
」
の
４
部
構

成
で
、
計
11
本
の
論
考
を
所
収
。

原
子
力
発
電
に
Ｎ
Ｏ
を
打
ち
出
し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
を
進
め
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
。
政
治
・
行
政
の
明
確

な
ビ
ジ
ョ
ン
、
自
治
体
支
援
や
住
民
参
加
・
協
働
の
仕
組

み
な
ど
、
６
年
に
わ
た
る
現
地
調
査
を
も
と
に
徹
底
解
明
。

日
本
の
森
林
政
策
の
展
開
過
程
の
中
で
様
々
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
市
町
村
が
、
地
方
分
権
化
の
流
れ
の
な
か
で

今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。
約
30
市
町
村
の

現
地
調
査
を
も
と
に
、
そ
の
方
向
性
を
示
す
。
森
林
環
境

譲
与
税
な
ど
の
有
効
活
用
に
向
け
て
必
読
の
一
冊
。

地
域
再
生
の
本
場
、
イ
ギ
リ
ス
各
地
の
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー

を
訪
ね
歩
い
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
記
録
。
人
口
減
少

と
都
市
圏
へ
の
偏
在
が
加
速
化
す
る
日
本
の
地
域
再
生
を

考
え
る
上
で
大
き
な
ヒ
ン
ト
と
と
な
る
書
。

岩波書店学事出版 吉田書店 昭和堂 日本林業調査会 北海学園大学出版会

近
代
平
仮
名
体
系
の
成
立

岡
田
一
祐（
人
文
学
部
講
師
）
著

定
価 

七
、七
〇
〇
円（
税
込
）

「
一
九
〇
〇
年
、
小
学
校
令
施
行
規
則
に
よ
り
平
仮
名
の
字

体
が
統
一
さ
れ
た
」。
本
書
は
、
こ
の
一
行
に
対
す
る
幾
多

の
註
釈
で
あ
る
。
明
治
時
代
の
小
学
読
本
の
全
体
の
調
査
に

基
づ
き
、
平
仮
名
の
字
体
に
対
す
る
意
識
の
変
化
を
探
る
。

文学通信

北
海
学
園
学
術
研
究
助
成
事
業
報
告
⑰ 

法
学
部 

鹿
谷
雄
一
准
教
授	

２
面	

令
和
３
年
度 

副
学
長
・
学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長	

３
面

研
究
室
を
訪
ね
て
③ 

経
済
学
部 

宮
島
良
明
教
授	

４
面	

新
学
部
長
に
聞
く
！	

５
面

学
園
人
脈
記 

第
16
回                      

前
田
麦
氏	

６
面

経
済
学
部 

ナ
ッ
ジ
に
よ
る
消
毒
利
用
促
進
の
実
験
研
究	

７
面

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン	

８
面	

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
／

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
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本
年
３
月
31
日
付
で
退
職
さ
れ
た
横
山
純
一
先
生
（
元
法
学
部
教
授
）、
樽

見
弘
紀
先
生
（
元
法
学
部
教
授
）、
高
橋
義
裕
先
生
（
元
工
学
部
教
授
）、
真
柄

祥
吾
先
生
（
元
工
学
部
教
授
）
の
永
年
に
わ
た
る
教
育
研
究
、
大
学
運
営
、
社

会
活
動
の
功
績
に
対
し
４
月
１
日
、
本
学
第
一
会
議
室
で
、
本
学
名
誉
教
授
の

称
号
が
安
酸
敏
眞
学
長
よ
り
授
与
さ
れ
た
。

▽
横よ

こ

山や
ま 

純じ
ゅ
ん

一い
ち 

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
60
年
東
北
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科
経
済
学
専
攻
博
士
課

程
修
了
、
昭
和
63
年
経
済
学
博
士
（
東

北
大
学
）、
昭
和
61
年
札
幌
学
院
大
学

商
学
部
助
教
授
、
平
成
３
年
同
大
学
経

済
学
部
助
教
授
、
平
成
７
年
北
星
学
園

大
学
文
学
部
教
授
、
平
成
８
年
同
大
学

社
会
福
祉
学
部
教
授
、
平
成
12
年
本
学

法
学
部
教
授
（
地
方
財
政
論
な
ど
担

当
）、
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程

担
当
、
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
地

方
財
政
論
特
論
、
地
方
財
政
論
特
殊
研

究
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
】
単
著
：『
転
機
に
た
つ

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
福
祉
国
家
―
高
齢
者

福
祉
の
変
化
と
地
方
財
政
調
整
制
度

の
改
革
』、『
ド
イ
ツ
地
方
財
政
調
整

制
度
の
歴
史
と
特
質
―
第
２
帝
政
期
、

ワ
イ
マ
ー
ル
期
、
ナ
チ
ス
期
の
邦
国

（
州
）
―
市
町
村
間
に
お
け
る
展
開
』、

『
介
護
・
医
療
の
施
策
と
財
源
―
自
治

体
か
ら
の
再
構
築
』

▽
樽た

る

見み 

弘ひ
ろ

紀の
り 

名
誉
教
授

【
略
歴
】
平
成
３
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大

学
公
共
経
営
大
学
院
修
士
課
程
修
了

（
行
政
学
修
士
）、
平
成
11
年
立
教
大
学

大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
博

士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
、
平
成

11
年
本
学
法
学
部
講
師
、
平
成
12
年
助

教
授
、
平
成
17
年
教
授
（
公
共
政
策

論
な
ど
担
当
）、
大
学
院
法
学
研
究
科

修
士
課
程
担
当
、
平
成
23
年
博
士
（
後

期
）
課
程
担
当
（
公
共
政
策
論
特
論
、

公
共
政
策
論
特
殊
研
究
な
ど
担
当
）、 

平
成
23
年
法
学
部
長
、
平
成
28
年
開
発

研
究
所
長
、
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
学
会
会
長
、

平
成
29
年
法
学
部
長
再
任

【
主
な
著
書
・
論
文
】
共
編
著
：『
新
・

公
共
経
営
論
：
事
例
か
ら
学
ぶ
市
民
社

会
の
カ
タ
チ
』、
共
著
：『
戦
略
的
協
働

の
本
質
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
政
府
、
企
業
の
価

値
創
造
』、『「
企
業
の
社
会
的
責
任
論
」

の
形
成
と
展
開
』

▽
高た

か

橋は
し 

義よ
し

裕ひ
ろ 

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
55
年
北
海
道
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
土
木

工
学
専
攻
単
位
取
得
退
学
、
昭
和
58
年

工
学
博
士
（
北
海
道
大
学
）、
昭
和
49

年
北
見
工
業
大
学
開
発
工
学
科
助
手
、

昭
和
55
年
本
学
工
学
部
講
師
、
昭
和
58

年
助
教
授
、
平
成
２
年
教
授
（
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
工
学
な
ど
担
当
）、
平
成

３
年
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程

担
当
（
材
料
強
度
学
特
論
な
ど
担
当
）、

平
成
７
年
博
士（
後
期
）課
程
担
当（
コ

ン
ク
リ
ー
ト
材
料
特
別
講
義
な
ど
担

当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
論
文
：
共
著

「
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
シ
ー
ト
長
及
び
Ｕ
字
補

強
が
Ｒ
Ｃ
は
り
の
曲
げ
補
強
効
果
に

及
ぼ
す
影
響
」、「Experimental 

Study on Flexural Capacity of 
RC Beams Externally Bonded 
with CFRP Strand Sheets

」、

「Study on Flexural Capacity 
of RC Beams Reinforced with 
CFRP Sheet, CFRP Plate and 
CFRP Strand Sheet

」

▽
真ま

柄が
ら 

祥し
ょ
う

吾ご 

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
55
年
北
海
道
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
建
築
工
学
専
攻
博
士

後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
、
同
年
同
大

学
工
学
部
助
手
、
昭
和
58
年
工
学
博

士
（
北
海
道
大
学
）、
昭
和
59
年
本
学

工
学
部
助
教
授
、
平
成
３
年
教
授
（
構

造
力
学
応
用
Ⅰ
・
演
習
な
ど
担
当
）、

平
成
５
年
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士

課
程
担
当
（
建
築
構
造
解
析
特
論
Ⅰ
な

ど
担
当
）、
平
成
22
年
入
試
部
長
、
平

成
27
年
工
学
部
長

【
主
な
著
書
・
論
文
】
共
著
：『
よ
く
わ

か
る
有
限
要
素
構
造
解
析
入
門
』、
論

文
：
単
著
「
溶
接
時
の
熱
応
力
分
布
解

析
法
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」、
論
文
：

共
著
「［
調
査
］
北
海
道
内
建
築
物
の

安
全
性
評
価
指
標
解
明
に
関
す
る
調

査
」、「
遺
伝
的
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る

構
造
物
の
最
小
重
量
設
計
に
関
す
る

基
礎
的
研
究
」

名
誉
教
授
の
称
号
授
与名誉教授称号記授与式にて。前列左から魚住純副学長、高橋義裕名誉教授、真柄祥

吾名誉教授、安酸学長、樽見弘紀名誉教授、鈴木美佐子副学長、後列左から元木  
邦俊工学部長、天笠道裕経営学部長、石井健経済学部長、大森一輝人文学部長、若
月秀和法学部長

【
個
人
】〔
敬
称
略
〕

▼
10
万
円
未
満

安
達
昭
弘
、
飯
野
海
彦
、
石
川
隆
、

市
原
惣
之
介
、
上
原
雅
夫
、
内
田

和
浩
、
大
谷
通
順
、
大
橋
孝
行
、

大
橋
雄
介
、
加
藤
司
、
萱
津
大
知
、

河
口
忠
臣
、
木
村
勝
照
、
嵯
峨
浩
、

寄
付
者
ご
芳
名

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

教
育
振
興
会

佐
々
木
啓
明
、
佐
藤
剛
、
佐
藤
哲
身
、

Jeremie Bouchard

、
柴
田
崇
、

杉
本
圭
吾
、
杉
山
匡
、
鈴
木
美
佐
子
、

高
田
麻
起
子
、
竹
田
直
弘
、
堂
柿

栄
輔
、
仲
丸
英
起
、
濱
田
武
士
、

稗
貫
俊
文
、
福
原
正
己
、
堀
内
彰
、

増
地
あ
ゆ
み
、
宮
入
隆
、
向
田
直
範
、

山
崎
省
一
、
山
田
誠
治
、
渡
辺
敦
、

他
匿
名
６
名

▼
10
万
円
以
上
50
万
円
未
満

北
原
寛
子
、
北
原
博
、
小
松
か
お
り
、

佐
藤
信
、
長
谷
川
昭
、
水
野
谷
武
志
、

安
酸
敏
眞
、
余
湖
典
昭

他
匿
名
３
名

▼
50
万
円
以
上
100
万
円
未
満

匿
名
１
名

▼
金
額
非
公
開

新
井
春
生
、
安
藤
直
哉
、
伊
熊
克
己
、

上
野
誠
治
、
魚
住
純
、
岡
崎
敦
男
、

春
日
賢
、
許
士
達
広
、
草
間
秀
樹
、

郡
司
淳
、
郡
司
美
枝
、
佐
藤
貴
史
、

関
谷
浩
行
、
田
中
昭
憲
、
田
中
綾
、

福
士
明
、
福
田
都
代
、
伏
見
卓
、

真
柄
祥
吾
、
松
久
三
四
彦
、
森
下

宏
美
、
山
縣
和
敏
、
山
田
早
希
子
、

山
田
俊
郎
、
吉
田
光
太
郎

他
匿
名
24
名

【
企
業
・
法
人
・
団
体
】

▼
10
万
円
未
満

新
太
平
洋
建
設
株
式
会
社

▼
10
万
円
以
上
50
万
円
未
満

北
美
管
理
株
式
会
社
、
北
海
学
園

教
職
員
組
合
大
学
班
、
北
海
学
園

大
学
経
営
学
部
蓬
門
会

▼
100
万
円
以
上
500
万
円
未
満

岩
倉
建
設
株
式
会
社
、
岩
田
地
崎

建
設
株
式
会
社
、
一
般
財
団
法
人

北
海
道
河
川
財
団
、
北
幹
警
備
保

障
株
式
会
社

▼
金
額
非
公
開

株
式
会
社
ウ
ィ
ル
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
、
株
式
会
社
オ
ー
プ
ン
ル
ー

プ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

【
令
和
２
年
度
寄
付
金
合
計
】

１
４
、５
２
５
、０
０
０
円

【
寄
付
金
累
計
】

　

６
５
、７
８
６
、６
６
４
円

　

教
育
振
興
会
に
令
和
２
年
度
も

多
く
の
個
人
や
法
人
、
団
体
か

ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
の
尊
い
お
志
に
た
い
し
ま

し
て
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

令
和
２
年
度
寄
付
者
ご
芳
名

と
、
教
育
振
興
資
金
収
支
決
算

報
告
書
お
よ
び
監
査
報
告
書
は

次
の
通
り
で
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

法学部准教授  鹿
しか

谷
たに

 雄
ゆう

一
いち

小規模市町村における政治行政運営
ー北海道における持続可能な市町村運営のあり方ー

北海学園学術研究助成事業報告⑰

研究
課題

　

地
方
自
治
体
の
政
治
行
政
を

め
ぐ
る
環
境
は
、
平
成
期
を
と

お
し
て
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

政
治
面
で
は
、
議
員
の
な
り
手

不
足
が
指
摘
さ
れ
、
無
投
票
当

選
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
行
政
面
で
は
、
地
方
分
権

改
革
や
地
方
行
革
の
推
進
が
求

め
ら
れ
、
業
務
量
が
増
加
す
る

一
方
で
、
職
員
数
を
削
減
す
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
財

政
状
況
の
な
か
で
、
小
規
模
な

市
町
村
に
と
っ
て
は
、
単
独
で

運
営
を
し
て
い
く
こ
と
も
困
難

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

自
治
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
北
海
道
に
お
い

て
は
、
２
０
０
０
年
代
前
半
に

道
州
制
の
議
論
と
と
も
に
、
広

域
連
携
と
し
て
「
連
合
自
治
体
」

の
議
論
が
広
く
な
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
で
は
、
総
務
省
研
究
会
に

お
い
て
「
圏
域
」
と
い
う
新
た

な
広
域
行
政
制
度
が
提
案
さ
れ
、

高
知
県
大
川
村
に
お
い
て
議
会

制
か
ら
村
総
会
制
へ
の
移
行
が

検
討
さ
れ
、ま
た
、い
わ
ゆ
る
「
大

阪
都
構
想
」
で
住
民
投
票
も
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
の
あ
り

方
は
多
様
化
へ
向
か
っ
て
お
り
、

こ
う
し
た
動
き
は
住
民
自
ら
が

選
択
す
る
可
能
性
を
示
し
て
い

る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
関
心
の
も
と
、

本
研
究
助
成
事
業
で
は
、
道
内

１
５
１
市
町
村
（
全
町
村
と
人

口
２
万
未
満
の
市
）
を
対
象
に
、

現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
た
持
続

可
能
な
運
営
の
あ
り
方
の
検
討

に
資
す
る
目
的
と
し
て
、「
職
員
」

「
広
域
行
政
」「
事
務
権
限
」
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

　
「
職
員
」
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、

専
門
資
格
を
必
要
と
す
る
職
や

行
政
分
野
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ

る
非
正
規
職
員
に
一
部
で
依
存

し
て
い
る
状
況
が
み
て
と
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
９
割
の
市
町
村

で
は
、
総
務
企
画
部
門
や
農
林

水
産
部
門
な
ど
の
首
長
部
局
を

越
え
て
選
挙
管
理
委
員
会
や
農

業
委
員
会
な
ど
の
行
政
委
員
会

事
務
局
や
議
会
事
務
局
な
ど
と

兼
任
・
併
任
し
て
い
る
職
員
（
多

く
は
１
割
程
度
）
が
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
兼
任
・
併
任

の
理
由
は
、「
職
員
不
足
」
よ
り

は
「
慣
行
的
な
充
て
職
」「
部
課

が
組
織
と
し
て
職
務
に
あ
た
っ

て
い
る
」
を
挙
げ
、
執
行
機
関

の
多
元
主
義
や
二
元
代
表
制
の

原
則
が
崩
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
結
果
の

一
部
を
ま
と
め
ま
す
と
、
中
長

期
的
の
職
員
数
は
あ
ま
り
変
わ

ら
な
い
か
や
や
減
少
す
る
見
通

し
で
、
あ
る
程
度
負
担
と
な
っ

て
い
る
も
の
の
、
現
行
の
事
務

権
限
の
範
囲
に
つ
い
て
は
抜
本

的
な
見
直
し
を
す
る
必
要
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
直
面
す
る

課
題
へ
対
応
で
き
る
体
制
を
構

築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

本
研
究
助
成
事
業
の
成
果
の

一
部
は
、
北
海
道
地
方
自
治
研

究
所
の
研
究
会
に
お
い
て
報
告

し
、
同
研
究
所
発
行
の
『
北
海

道
自
治
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
議
会
」
の
役

割
に
つ
い
て
は
登
別
市
議
会
（
専

門
的
サ
ポ
ー
タ
ー
）
と
北
海
道

町
村
議
会
議
長
会
（
議
会
事
務

研
究
会
）
に
お
い
て
成
果
の
一

部
を
含
め
て
議
論
を
お
こ
な
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、「
住
民
」
の
役
割
も

含
め
て
引
き
続
き
道
内
市
町
村

に
つ
い
て
調
査
を
進
め
る
と
と

も
に
、
小
規
模
市
町
村
の
運
営

に
つ
い
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
研

究
者
と
共
同
研
究
す
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

石
川
県
出
身
。
２
０
０
５
年
大
東
文
化
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
博
士

後
期
課
程
修
了
、
博
士
（
政
治
学
）。
２
０
０
２
─
０
３
年
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
タ

ン
ペ
レ
大
学
地
方
自
治
学
科
に
研
究
留
学
。
財
団
法
人
行
政
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
研

究
員
な
ど
を
経
て
２
０
１
８
年
４
月
よ
り
現
職
。
専
門
は
地
方
自
治
論
。
主
な
研
究

業
績
は
、『
戦
後
日
本
に
お
け
る
住
民
投
票
制
度
の
展
開
』（
博
士
論
文
、
２
０
０
５

年
）、『
行
政
と
地
方
自
治
の
現
在
』（
共
著
、
北
樹
出
版
、
２
０
１
５
年
）
な
ど
。

多
様
化
す
る
自
治 

体
制
構
築
が
課
題
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 正
まさ

宏
ひろ

（専門：開発政策論）

馬
で
木
を
出
す

　

　

ど
こ
か
の
国
の
こ
と
わ
ざ
で
は
な
い
。

伐
採
し
た
木
を
馬
力
で
山
か
ら
運
び
出
す

「
馬ば

搬は
ん

」と
い
う
山
林
作
業
の
こ
と
で
あ
る
。

昨
年
秋
、
札
幌
の
手
稲
山
で
視
察
す
る
機

会
を
得
た
。

　

か
つ
て
は
木
材
の
搬
出
は
馬
の
仕
事

だ
っ
た
が
、
機
械
化
で
数
例
を
残
す
の
み

と
な
っ
た
。
い
ず
れ
は
姿
を

消
す
運
命
か
と
思
わ
れ
た
馬

搬
だ
が
、
近
年
、
再
評
価
が

進
む
。
岩
手
県
遠
野
市
、
福

島
県
会
津
地
方
、
そ
し
て
北

海
道
厚
真
町
で
は
、
若
い
世

代
が
馬う

ま

方か
た

と
し
て
技
能
の
継
承
に
励
ん
で

い
る
。

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
伐
採
し
た
木
を
三
頭

の
馬
が
か
わ
る
が
わ
る
森
の
外
へ
引
き
ず

り
出
す
。
ば
ん
え
い
競
馬
で
の
デ
ビ
ュ
ー
が

叶
わ
ず
馬
肉
に
な
る
寸
前
だ
っ
た
ば
ん
馬

や
朝
ド
ラ
「
な
つ
ぞ
ら
」
で
草
刈
正
雄
さ
ん

を
背
に
乗
せ
た
乗
用
馬
た
ち
だ
。
一
ト
ン
近

い
巨
体
が
木
々
の
間
を
す
り
抜
け
て
急
斜

面
を
駆
け
上
が
る
。
生
い
茂
る
サ
サ
は
背
丈

の
あ
る
馬
に
は
苦
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
手
綱
を
握
る
人
間
に
と
っ
て
そ
の
固

い
茎
と
葉
は
脅
威
で
あ
る
。
木
を
運
び
出
す

ル
ー
ト
を
見
極
め
、ス
ピ
ー
ド
を
調
整
し
て
、

障
害
物
を
避
け
つ
つ
小
走
り
で
必
死
に
手

綱
を
握
る
。
過
酷
で
あ
る
。

　

経
済
効
率
性
の
軍
配
は
機
械
に
上
が
る
。

ア
ブ
の
発
生
す
る
時
期
や
体
調
が
優
れ
な

い
と
き
は
作
業
が
で
き
な
い
。
一
日
中
働

き
詰
め
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
休
憩

が
適
宜
必
要
だ
。
燃
料
は
い
ら
な
い
が
餌

が
い
る
。
生
き
物
な
ら
で
は
の
難
し
さ
が

あ
る
。
他
方
で
、
重
機
が
走
る
道
を
作
る

必
要
が
な
く
余
計
な
木
を
伐
ら
ず
に
済
み
、

コ
ス
ト
削
減
と
植
生
保
護
が
で
き
る
。
Ｃ

Ｏ
２ 

の
排
出
量
は
少
な
め
だ
。
馬
ふ
ん
は

い
ず
れ
土
に
か
え
る
。
そ
も
そ
も
急
斜
面

で
重
機
を
用
い
る
の
は
技
術
的
に
難
し
い
。

馬
搬
が
、
こ
れ
ま
で
伐
採
後
に
捨
て
置
か

れ
て
い
た
木
に
価
値
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　

市
街
地
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
山
の
中
で

大
き
な
馬
が
働
く
様
子
を
み
て
、
見
学
に

訪
れ
た
幼
稚
園
生
も
驚
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

見
た
目
に
も
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
馬
搬
は
、

植
樹
や
木
工
体
験
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー

チ
で
森
や
木
に
対
す
る
人
々
の
関
心
を
高

め
得
る
。
馬
と
と
も
に
歩
ん
だ
北
海
道
の

開
拓
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る
手
が
か
り

と
も
な
ろ
う
。

　

馬
搬
の
存
続
が
風
前
の
灯
だ
っ
た
10
数

年
前
、
私
た
ち
の
研
究
の
道
は
す
ぐ
に
行

き
止
ま
り
に
な
る
と
思
っ
て
い
た
。
け
れ

ど
も
、
今
回
お
会
い
し
た
若
い
二
人
の
馬

方
は
、
当
時
の
論
文
が
技
能
を
継
ぐ
き
っ

か
け
の
一
つ
に
な
っ
た
と
教
え
て
く
れ
た
。

道
は
つ
な
が
っ
て
い
た
。

　

将
来
何
が
役
に
立
つ
の
か
が
分
か
る
ほ

ど
私
た
ち
は
物
事
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
粘
り
強
く
現
場
に

立
ち
続
け
た
い
。

 木々を縫って丸太を運ぶ馬（＝ 2020年 11月、筆者撮影）
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［
教
　
員
］

令
和
３
年
３
月
31
日
付

▽
法
学
部 

教
授
・
大
学
院
法
学
研
究
科 

教
授 

横
山
純
一
▽
法
学
部 

教
授 

亀
井

伸
照
▽
法
学
部 

教
授
・
大
学
院
法
学
研

究
科 

教
授 

樽
見
弘
紀
▽
工
学
部 

教
授
・

大
学
院
工
学
研
究
科 

教
授 

高
橋
義
裕

▽
工
学
部 

教
授
・
大
学
院
工
学
研
究
科 

教
授 

真
柄
祥
吾
▽
法
学
部 

教
授
・
大

学
院
法
務
研
究
科 

教
授 

松
久
三
四
彦

▽
法
学
部 

教
授
・
大
学
院
法
務
研
究
科 

教
授 

坂
口
唯
彦
▽
工
学
部 

准
教
授 

楊

安
娜

令
和
３
年
３
月
31
日
付

▽
経
済
学
部
長
（
教
授
）
古
林
英
一
▽

経
営
学
部
長
（
教
授
）
伊
藤
友
章
▽
工

学
部
長
（
教
授
）
魚
住
純
▽
大
学
院
法

学
研
究
科
長
（
教
授
）
福
士
明
▽
大
学

院
法
務
研
究
科
長
（
教
授
）
松
久
三
四

彦

令
和
３
年
４
月
１
日
付

▽
学
長　

安
酸
敏
眞令和

３
年
４
月
１
日
付

※
再
任
を
含
む

▽
副
学
長（
教
授
）魚
住
純
▽
副
学
長（
教

授
）鈴
木
美
佐
子
▽
経
済
学
部
長（
教
授
）

石
井
健
▽
経
営
学
部
長
（
教
授
）
天
笠

道
裕
▽
人
文
学
部
長
（
教
授
）
大
森
一

輝
▽
工
学
部
長
（
教
授
）
元
木
邦
俊
▽

大
学
院
経
済
学
研
究
科
長
（
教
授
）
佐

藤
信
▽
大
学
院
法
学
研
究
科
長
（
教
授
）

鈴
木
光
▽
大
学
院
法
務
研
究
科
長
（
教

授
）
大
西
有
二

令
和
３
年
４
月
１
日
付

▽
経
済
学
部 

准
教
授 

鈴
木
雄
大
▽
経

営
学
部 

教
授 

関
谷
浩
行
▽
人
文
学
部 

教
授
・
大
学
院
文
学
研
究
科
（
修
）
教

授 

渡
部
あ
さ
み
▽
人
文
学
部 

准
教

授 

関
本
真
乃
▽
人
文
学
部 

准
教
授 

ブ

リ
ッ
ク
リ
ン 

ゼ
フ
▽
工
学
部 

教
授
・

大
学
院
工
学
研
究
科
（
修
）
教
授 

内
田

ゆ
ず

令
和
３
年
４
月
１
日
付

▽
経
営
学
部 

講
師 

中
村
暁
子
▽
法
学

部 

（
修
） 

准
教
授 

髙
橋
美
野
梨
▽
法
学

部 

（
修
） 

准
教
授 

堀
内
匠
▽
法
学
部 

講

師 

加
藤
祐
介
▽
法
学
部 

講
師 

内
藤
貴

司
▽
工
学
部 

教
授 

髙
橋
良
輔
▽
工
学

部 

准
教
授 

楊
安
娜
▽
法
学
部 

教
授
・

大
学
院
法
務
研
究
科 

教
授 

松
久
三
四

彦
▽
法
学
部 

教
授 

・
大
学
院
法
務
研
究

科 

教
授 

吉
田
康
紀令

和
３
年
４
月
１
日
付

▽
大
学
院
法
学
研
究
科
（
博
）
教
授 

山

本
健
太
郎
▽
大
学
院
法
学
研
究
科
（
博
）

教
授 

菅
原
寧
格
▽
大
学
院
法
学
研
究

科
（
博
）
教
授 

酒
井
博
行
▽
大
学
院
文

学
研
究
科
（
博
） 

教
授 

渡
部
あ
さ
み
▽

大
学
院
工
学
研
究
科 

（
博
）
教
授 

小
柳

秀
光
▽
大
学
院
工
学
研
究
科
（
修
・
博
）

教
授 

山
田
俊
郎
▽
大
学
院
経
営
学
研
究

科
（
修
）
教
授 

関
谷
浩
行
▽
大
学
院
文

学
研
究
科
（
修
）
准
教
授 

関
本
真
乃
▽

大
学
院
工
学
研
究
科
（
修
）
教
授 

喜
田

拓
也

［
職
　
員
］

令
和
３
年
１
月
31
日
付

▽
人
文
学
部 

特
定
事
務
員 

田
中
由
紀

令
和
３
年
３
月
31
日
付

▽
大
学
事
務
部 

事
務
部
長 

堀
内
彰
▽
開

発
研
究
所 

特
定
事
務
員 

土
谷
有
子
▽

工
学
部 

臨
時
事
務
員 

杉
田
広
夢
▽
法

学
部 

事
務
嘱
託 

笹
川
雅
司

令
和
３
年
４
月
１
日
付        

（　

）
内
は
前
職

▽
大
学
院
事
務
部
（
兼
）
学
長
秘
書
業

務
総
括
担
当 

事
務
部
長 

佐
々
木
啓
明

（
事
務
部
庶
務
課
長
）
▽
工
学
部
・
大
学

院
工
学
研
究
科 

事
務
長 

油
矢
誠
（
工
学

部
・
大
学
院
工
学
研
究
科
事
務
長
心
得
）

▽
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
長 

高

橋
律
裕
（
事
務
部
庶
務
課
係
長
）
▽
図

書
館 

事
務
係
長 

渡
部
史
織 

（
教
務
セ
ン

タ
ー
主
任
）
▽
事
務
部
学
習
支
援
シ
ス

テ
ム
課 

主
任 

大
橋
雄
介
（
事
務
部
学

習
支
援
シ
ス
テ
ム
課
書
記
）

令
和
３
年
４
月
１
日
付

▽
事
務
部
会
計
課 

書
記 

魚
谷
実
里
▽

工
学
部 

主
任 

土
谷
有
子
▽
図
書
館 

書

記 

菅
野
伸
樹
▽
人
文
学
部 

臨
時
事
務

員 

伊
藤
水
香
▽
工
学
部 

臨
時
事
務
員 

楠
瀨
輝

令
和
３
年
４
月
１
日
付

（　

）
内
は
前
職

▽
大
学
事
務
部 

事
務
部
長	

杉
山
匡

（
大
学
院
事
務
部
長
（
兼
）
学
長
秘
書
業

務
総
括
担
当
）
▽
事
務
部
庶
務
課 

課
長 

黒
澤
規
央
（
事
務
部
学
習
支
援
シ
ス
テ

ム
課
長
）
▽
経
済
学
部
・
大
学
院
経
済

学
研
究
科 

事
務
長 

武
田
雅
志
（
入
試

部
入
試
課
長
）
▽
入
試
部
入
試
課 

課
長 

河
井
裕
司
（
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

事
務
長
）
▽
事
務
部
庶
務
課 

係
長 

畠

田
康
平
（
図
書
館
事
務
係
長
）
▽
経
営

学
部 

主
任 

辻
見
祐
太
（
法
学
部
主
任
）

▽
法
学
部 

主
任 

斉
藤
哲
平
（
入
試
部

入
試
課
主
任
）
▽
法
学
部 

主
任 

中
井

龍
（
図
書
館
主
任
）
▽
教
務
セ
ン
タ
ー 

主
任 

青
木
陽
祐（
工
学
部
主
任
）▽
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー 

主
任 

大
谷
浩
輔

（
経
営
学
部
主
任
）
▽
入
試
部
入
試
課 

主
任 

村
上
友
基
（
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
主
任
）
▽
事
務
部
学
習
支
援
シ
ス

テ
ム
課 

課
長 

木
村
剛
（
北
海
学
園
札

幌
高
等
学
校
事
務
長
）
▽
工
学
部 

事
務

係
長 

村
上
大
輔
（
北
海
商
科
大
学
事
務

係
長
）
▽
北
海
学
園
札
幌
高
等
学
校 

事

務
長 

河
村
洋
行
（
経
済
学
部
・
大
学
院

経
済
学
研
究
科
事
務
長
）
▽
北
海
商
科

大
学
事
務 

主
任 

内
山
ゆ
か
（
事
務
部

会
計
課
主
任
）
▽
北
海
学
園
事
務
局
管

理
課 

主
任 

福
岡
広
輔
（
工
学
部
主
任
）

退　

職

退　

職

解　

任

採　

用

採　

用

異　

動

大
学
院
担
当
発
令

任　

命

昇　

格

昇　

格

人人
事事
往往
来来

就　

任

（
後
期
）
課
程
担
当
（
比
較
経
済
政

策
史
特
殊
研
究
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
令

和
３
年
経
済
学
部
長

▼
経
営
学
部
長　

 

天あ
ま

笠が
さ  

道み
ち

裕ひ
ろ 

教
授

平
成
９
年
法
政

大
学
大
学
院
社

会
科
学
研
究
科

経
営
学
専
攻
修

士
課
程
修
了
、
平
成
17
年
大
東
文

化
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
経

営
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取

得
退
学
、
平
成
９
年
東
日
本
国
際

大
学
助
手
、
平
成
11
年
同
大
学
講

師
、
平
成
15
年
本
学
経
営
学
部
講

師
、
平
成
19
年
准
教
授
、
平
成
23

年
教
授
（
経
営
情
報
な
ど
担
当
）、

大
学
院
経
営
学
研
究
科
修
士
課
程

担
当
、
平
成
28
年
博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
経
営
情
報
論
特
殊
研

究
な
ど
担
当
）、
令
和
３
年
経
営

学
部
長

▼
法
学
部
長　

若わ
か

月つ
き  

秀ひ
で

和か
ず 

教
授

平
成
５
年
同
志

社
大
学
法
学

部
政
治
学
科
卒

業
、
平
成
８
年

立
教
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治

学
専
攻
修
士
課
程
修
了
、
平
成
14
年

同
博
士
課
程
修
了
、
平
成
14
年
立
教

大
学
法
学
部
助
手
、
平
成
15
年
本
学

法
学
部
講
師
、
平
成
19
年
准
教
授
、

平
成
21
年
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士

課
程
担
当
、
平
成
23
年
教
授
（
国
際

政
治
学
な
ど
担
当
）、
平
成
29
年
博

士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
国
際
政
治

学
特
殊
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
な
ど
担
当
）、

令
和
２
年
法
学
部
長

▼
人
文
学
部
長　大お

お
も
り森  

一か
ず
て
る輝 

教
授

昭
和
62
年
一

橋
大
学
社
会
学

部
卒
業
、
平
成

元
年
同
大
学
院

社
会
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、

平
成
６
年
同
博
士
課
程
単
位
取
得

退
学
、
平
成
13
年
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
大
学
大
学
院
歴
史
学
研
究

科
博
士
課
程
修
了
（Ph.D.

）、
平

▼
副
学
長　魚

う
お

住ず
み  
純じ

ゅ
ん 
工
学
部
教
授

昭
和
56
年
北
海

道
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
電

子
工
学
専
攻
博

士
後
期
課
程
修
了
（
工
学
博
士
）、

昭
和
61
年
同
大
学
助
手
、
平
成
元

年
同
助
教
授
、
平
成
11
年
本
学
教

授
（
光
工
学
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
大
学

院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、

同
博
士
課
程
担
当
（
光
シ
ス
テ
ム

工
学
特
別
講
義
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平

成
18
年
入
試
部
長
、
平
成
30
年
工

学
部
長
、
令
和
３
年
副
学
長

▼
副
学
長　

 

鈴す
ず

木き  

美み

佐さ

子こ 

法
学
部
教
授

昭
和
63
年
お

茶
の
水
女
子
大

学
大
学
院
人
文

科
学
研
究
科
哲

学
専
攻
修
士
課
程
修
了
（
文
学
修

士
）、
平
成
４
年
お
茶
の
水
女
子

大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
比

較
文
化
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
修

得
退
学
、
平
成
４
年
東
京
工
業
大

学
工
学
部
助
手
、
平
成
８
年
東
京

工
業
大
学
大
学
院
社
会
理
工
学
研

究
科
助
手
、
平
成
10
年
本
学
法
学

部
助
教
授
、
平
成
17
年
教
授
（
論

理
学
な
ど
担
当
）、
大
学
院
法
務

研
究
科
専
門
職
学
位
課
程
兼
担
、

平
成
28
年
学
生
部
長
、
令
和
３
年

副
学
長

▼
経
済
学
部
長　石い

し

井い  

健た
け
し 

教
授

平
成
10
年
一

橋
大
学
大
学
院

社
会
学
研
究
科

後
期
博
士
課
程

地
域
社
会
研
究
専
攻
単
位
修
得
退

学
、
平
成
21
年
博
士
（
社
会
学
）

（
一
橋
大
学
大
学
院
）、
平
成
10
年

一
橋
大
学
社
会
科
学
古
典
資
料
セ

ン
タ
ー
、
平
成
15
年
北
海
道
教
育

大
学
教
育
学
部
岩
見
沢
校
助
教
授
、

平
成
18
年
同
札
幌
校
助
教
授
、
平

成
19
年
同
准
教
授
、
平
成
28
年
本

学
経
済
学
部
教
授
（
西
洋
経
済
史

Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
大
学
院
経
済

学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
博
士

成
６
年
都
留
文
科
大
学
文
学
部
専

任
講
師
、
助
教
授
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー

ド
大
学
客
員
研
究
員
、
平
成
17
年

都
留
文
科
大
学
教
授
、
平
成
26
年

本
学
人
文
学
部
教
授
（
ア
メ
リ
カ

史
概
論
な
ど
担
当
）、
大
学
院
文

学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
博
士

（
後
期
）
課
程
担
当
（
欧
米
歴
史
・

環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ

Ａ
な
ど
担
当
）、
平
成
31
年
人
文

学
部
長

▼
工
学
部
長　

元も
と

木き  

邦く
に

俊と
し 

教
授

平
成
元
年
北
海

道
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
電

子
工
学
専
攻
博

士
課
程
修
了
（
工
学
博
士
）、
平

成
元
年
本
学
工
学
部
助
手
、
平
成

３
年
講
師
、
平
成
５
年
助
教
授
、

平
成
13
年
教
授
（
電
子
回
路
Ⅰ
・

Ⅱ
な
ど
担
当
）、
大
学
院
工
学
研

究
科
修
士
課
程
担
当
、
平
成
19
年

博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
音
声

情
報
処
理
工
学
特
論
な
ど
担
当
）、

平
成
26
年
入
試
部
長
、
令
和
３
年

工
学
部
長

▼
経
済
学
研
究
科
長　

 

佐さ

藤と
う  

信ま
こ
と 

教
授

平
成
４
年
北
海

道
大
学
大
学
院

環
境
科
学
研
究

科
社
会
環
境
学

専
攻
修
士
課
程
修
了
、
平
成
６
年

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科

農
業
経
済
学
専
攻
博
士
課
程
中
退
、

昭
和
62
年
（
株
）
創
健
社
、
平
成

４
年
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
、
平
成
６
年
市
立
名
寄
短
期
大

学
・
名
寄
市
立
大
学
講
師
、
助
教

授
、
准
教
授
、
平
成
20
年
本
学
経

済
学
部
教
授
（
非
営
利
組
織
論
な

ど
担
当
）、
平
成
21
年
大
学
院
経
済

学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
博
士

（
後
期
）
課
程
担
当
（
協
同
組
合
組

織
論
特
殊
研
究
な
ど
担
当
）、
平
成

27
年
経
済
学
部
長
、
平
成
31
年
経

済
学
研
究
科
長

▼
経
営
学
研
究
科
長　

 

佐さ

藤と
う　

淳
じ
ゅ
ん 

教
授

平
成
元
年
東
北

大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
教

育
心
理
学
専
攻

博
士
前
期
課
程
修
了
（
教
育
学
修

士
）、
平
成
６
年
同
博
士
後
期
課

程
単
位
取
得
退
学
、
平
成
21
年
博

士
（
教
育
学
）（
東
北
大
学
）、
平

成
６
年
本
学
講
師
、
平
成
９
年
助

教
授
、
平
成
14
年
教
授
（
学
習
心

理
学
な
ど
担
当
）、
大
学
院
経
営

学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
平
成

22
年
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
学

習
心
理
学
特
殊
講
義
・
演
習
な
ど

担
当
）、
平
成
24
年
経
営
学
部
長
、

令
和
２
年
経
営
学
研
究
科
長

▼
法
学
研
究
科
長　鈴

す
ず

木き  

光ひ
か
る 

教
授

平
成
10
年
北

海
道
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程

単
位
取
得
退
学
、
平
成
17
年
法
学

博
士
（
北
海
道
大
学
）、
平
成
８

年
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

（
Ｄ
Ｃ
）、
平
成
10
年
４
月
同
（
Ｐ

Ｄ
）、
平
成
10
年
７
月
本
学
法
学

部
助
手
、
平
成
11
年
講
師
、
平
成

15
年
助
教
授
、
平
成
19
年
准
教
授

（
職
名
変
更
）、
平
成
21
年
大
学
院

法
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
平

成
22
年
教
授
（
行
政
法
Ⅰ
・
Ⅱ
な

ど
担
当
）、平
成
28
年
博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
行
政
法
特
殊
研
究
Ⅰ
・

Ⅱ
・
Ⅲ
な
ど
担
当
）、
令
和
３
年

法
学
研
究
科
長

▼
文
学
研
究
科
長　

 

上う
え

野の　

誠せ
い

治じ 

教
授

昭
和
58
年
北

海
道
大
学
大
学

院
文
学
研
究

科
英
米
文
学
専

攻
修
士
課
程
修
了
（
文
学
修
士
）、

昭
和
62
年
同
博
士
課
程
単
位
取
得

満
期
退
学
、
昭
和
62
年
東
日
本
学

園
大
学
教
養
部
講
師
（
現
北
海
道

医
療
大
学
）、
昭
和
63
年
釧
路
公

立
大
学
経
済
学
部
講
師
、
平
成
４

年
本
学
教
養
部
助
教
授
、
平
成
10

年
人
文
学
部
助
教
授
、
平
成
15
年

教
授
（
英
語
学
概
論
な
ど
担
当
）、

平
成
23
年
大
学
院
文
学
研
究
科
修

士
課
程
担
当
、平
成
27
年
博
士
（
後

期
）
課
程
担
当
（
欧
米
言
語
・
思

想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
な
ど

担
当
）、
平
成
28
年
人
文
学
部
長
、

令
和
２
年
文
学
研
究
科
長

▼
工
学
研
究
科
長　

髙た
か

橋は
し　

考こ
う

太た 

教
授

平
成
元
年
京
都

大
学
理
学
部

卒
業
、
平
成
３

年
同
大
学
院
理

学
研
究
科
生
物
物
理
学
専
攻
博
士

前
期
課
程
修
了
、
平
成
６
年
同
博

士
後
期
課
程
修
了
、
平
成
６
年
京

都
大
学
理
学
部
研
修
員
（
日
本
学

術
振
興
会
特
別
研
究
員
）、
平
成

７
年
ス
イ
ス
実
験
癌
研
究
所
博
士

研
究
員
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別

研
究
員
）、
平
成
７
年
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
大
学
理
学
部
博
士
研
究
員
（
国

際
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ

イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
機
構
長
期

間
研
究
員
）、
平
成
９
年
京
都
大

学
大
学
院
理
学
研
究
科
生
物
物
理

学
専
攻
助
手
、
平
成
11
年
同
大
学

院
生
命
科
学
研
究
科
統
合
生
命
科

学
専
攻
助
手
、
平
成
14
年
久
留
米

大
学
分
子
生
命
科
学
研
究
所
細
胞

工
学
研
究
部
門
教
授
、
平
成
22
年

本
学
工
学
部
電
子
情
報
工
学
科
教

授
、
平
成
24
年
生
命
工
学
科
教
授

（
分
子
生
物
学
な
ど
担
当
）、
平
成

26
年
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課

程
担
当
、
平
成
27
年
博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
合
成
生
物
学
特
別
講

義
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
令
和
２

年
工
学
研
究
科
長

▼
法
務
研
究
科（
法
科
大
学
院
）長

 

大お
お

西に
し  
有ゆ

う

二じ 

教
授

昭
和
60
年
北

海
道
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程

単
位
取
得
退
学
、
平
成
元
年
法
学

博
士
（
北
海
道
大
学
）、
平
成
２
年

北
海
道
情
報
大
学
専
任
講
師
、
平

成
５
年
本
学
法
学
部
助
教
授
、
平

成
６
年
教
授
（
行
政
法
Ⅱ
な
ど
担

当
）、
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課

程
担
当
、
平
成
11
年
博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
行
政
法
特
殊
研
究
な

ど
担
当
）、
平
成
26
年
大
学
院
法
務

研
究
科
教
授
（
行
政
法
Ⅰ
な
ど
担

当
）、
令
和
３
年
法
務
研
究
科
長

▼
教
務
セ
ン
タ
ー
長

荻お
ぎ
わ
ら原  

克よ
し

男お 

経
済
学
部
教
授

平
成
３
年
北

海
道
大
学
大

学
院
教
育
学
研

究
科
教
育
制
度

専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退

学
、
平
成
６
年
博
士
（
教
育
学
）

（
北
海
道
大
学
）、
平
成
３
年
日
本

学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
、
平
成

４
年
上
越
教
育
大
学
学
校
教
育
学

部
助
手
、
平
成
９
年
同
講
師
、
平

成
11
年
同
助
教
授
、
平
成
17
年
同

教
授
、
平
成
21
年
本
学
経
済
学
部

教
授
（
教
育
学
概
論
な
ど
担
当
）、

平
成
27
年
大
学
院
経
済
学
研
究
科

修
士
課
程
担
当
、
博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
教
育
社
会
経
済
論
特

殊
研
究
な
ど
担
当
）、
平
成
30
年

教
務
セ
ン
タ
ー
長

▼
学
生
部
長　

草く
さ

間ま  

秀ひ
で

樹き 

法
学
部
教
授

平
成
10
年
明

治
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
単

位
取
得
満
期
退
学
、
平
成
13
年
本

学
法
学
部
専
任
講
師
、
平
成
15
年

助
教
授
、
平
成
17
年
法
科
大
学
院

助
教
授
、
平
成
21
年
法
学
部
教
授

（
商
法
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
大
学
院
法

学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
企
業

法
特
論
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成
26

年
法
学
部
長
、平
成
27
年
博
士
（
後

期
）
課
程
担
当
（
商
法
特
殊
研
究

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
な
ど
担
当
）、
令
和

２
年
学
生
部
長

▼
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長

春か
す

日が　

賢
さ
と
し 

経
営
学
部
教
授

平
成
２
年
中
央

大
学
商
学
部
商

業
貿
易
学
科
卒

業
、
平
成
５

年
立
教
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

科
経
済
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修

了
、
平
成
15
年
中
央
大
学
大
学
院

商
学
研
究
科
商
学
専
攻
博
士
後
期

課
程
修
了
、
平
成
９
年
本
学
経
済

学
部
講
師
、
平
成
10
年
助
教
授
、

平
成
15
年
経
営
学
部
助
教
授
、
平

成
16
年
大
学
院
経
営
学
研
究
科
修

士
課
程
担
当
、平
成
19
年
教
授
（
経

営
学
説
史
な
ど
担
当
）、
平
成
24

年
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
企

業
と
社
会
特
殊
研
究
Ⅰ
な
ど
担

当
）、
令
和
２
年
キ
ャ
リ
ア
支
援

セ
ン
タ
ー
長

▼
入
試
部
長  

岡お
か
ざ
き崎  

敦あ
つ

男お 

工
学
部
教
授

昭
和
54
年
京

都
大
学
理
学
部

卒
業
、
昭
和

56
年
同
大
学

大
学
院
理
学
研
究
科
宇
宙
物
理
学

専
攻
修
士
課
程
修
了
、
昭
和
60
年

同
博
士
課
程
修
了
（
理
学
博
士
）、

昭
和
61
年
本
学
教
養
部
講
師
、
平

成
６
年
助
教
授
、
平
成
10
年
同
工

学
部
助
教
授
、平
成
16
年
教
授
（
宇

宙
科
学
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
平

成
27
年
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士

課
程
担
当
（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

科
学
特
論
な
ど
担
当
）、
平
成
30

年
入
試
部
長

▼
図
書
館
長　

大お
お
た
に谷  

通み
ち
よ
り順 

人
文
学
部
教
授

昭
和
60
年
北

海
道
大
学
大
学

院
文
学
研
究

科
中
国
文
学

専
攻
博
士
課
程
中
退
、
昭
和
61
年

北
海
道
大
学
助
手
（
文
学
部
文
部

教
官
）、
平
成
元
年
本
学
教
養
部

講
師
、
平
成
４
年
同
助
教
授
、
平

成
９
年
同
教
授
、
平
成
10
年
人
文

学
部
教
授
（
中
国
文
学
Ⅱ
な
ど
担

当
）、
平
成
18
年
大
学
院
文
学
研

究
科
修
士
課
程
担
当
、
平
成
28
年

博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
日
本

言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊

演
習
Ⅴ
Ａ
な
ど
担
当
）、
平
成
29

年
図
書
館
長

▼
開
発
研
究
所
長　

西に
し
む
ら村  

宣の
ぶ
ひ
こ彦 

経
済
学
部
教
授

平
成
９
年
京
都

大
学
経
済
学

部
卒
業
、
平

成
15
年
同
大

学
院
経
済
学
研
究
科
経
済
動
態
分

析
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学

（
経
済
学
修
士
）、
平
成
15
年
本
学

経
済
学
部
講
師
、
平
成
21
年
准
教

授
、
平
成
23
年
大
学
院
経
済
学
研

究
科
修
士
課
程
担
当
、
平
成
29
年

教
授
（
地
方
財
政
論
な
ど
担
当
）、

平
成
30
年
開
発
研
究
所
長

副
学
長
・
学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

副
学
長
・
学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

副
学
長
・
学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

令和３年度

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

で
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
や
仕
送
り
が
減

り
生
活
が
困
窮
す
る
学
生
を
支
援
し

よ
う
と
、
４
月
27
日
（
火
）
に
第
３

回
食
糧
支
援
（
北
海
学
園
生
協
主
催
）

が
、
５
月
９
日
（
日
）
に
第
４
回
食
糧

支
援（
学
生
自
治
会
執
行
部
主
催
）が
、

い
ず
れ
も
教
職
員
有
志
に
よ
る
共
催

で
豊
平
キ
ャ
ン
パ
ス
生
協
食
堂

Ｇ
，ｃ
ａ
Ｆ
ｅ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
回
１
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た

第
２
回
食
糧
支
援
で
は
、
予
想
を
は

食
糧
支
援
に
900
人
超
来
場

第
３
回

第
４
回

る
か
に
超
え
る
数
の
学
生
が
来
場
し

た
こ
と
か
ら
、
今
回
は
事
前
申
込
制

を
採
用
。
よ
り
多
く
の
学
生
を
支
援

で
き
る
よ
う
、
ど
ち
ら
か
１
日
の
み

の
申
込
み
と
し
ま
し
た
が
、
多
数
の

学
生
か
ら
申
込
み
が
あ
り
、
合
計
で

９
０
０
人
超
の
学
生
が
来
場
し
ま
し

た
（
一
部
、
山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も

配
付
）。
学
外
か
ら
も
多
く
の
ご
寄
付

や
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
学
生
は
米

や
缶
詰
、
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
１
人

あ
た
り
約
３
０
０
０
円
相
当
の
食
糧

を
受
け
取
り
ま
し
た
。
今
後
も
継
続

的
な
支
援
の
た
め
に
寄
付
や
食
糧
提

供
を
呼
び
か
け
ま
す
。

食
糧
を
受
け
と
る
学
生
た
ち

（
４
月
27
日
）
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Beat the heat！

法
学
部
講
師

内な
い

藤と
う  

貴た
か

司し

　

２
０
２
１
年
７
月
23
日
か
ら

開
幕
す
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
は

過
去
の
大
会
と
比
べ
、
酷
暑
下

で
の
開
催
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
マ
ラ
ソ
ン
・
競
歩
競
技
は

酷
暑
を
避
け
る
た
め
札
幌
市
で

の
開
催
と
変
更
が
あ
り
ま
し
た

が
、
最
高
気
温
が
札
幌
で
も

30
℃
を
記
録
す
る
こ
と
は
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

今
大
会
は
世
界
的
に
流
行
し
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
対
策
に
加
え
て
、「
選
手
・

観
客
・
ス
タ
ッ
フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
の
暑
さ
対
策
」
も
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
２
０
１
７
年
度
か
ら

国
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
別
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
暑
さ
対
策
に
関
す

る
研
究
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ

ン
バ
ー
と
し
て
、
選
手
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
暑

さ
対
策
は
、
研
究
分
野
に
お
い
て

①
身
体
を
冷
や
す
こ
と 

（
身
体
冷

却
）、②
暑
さ
に
馴
れ
る
こ
と 

（
暑

熱
順
化
）、
③
水
分
を
取
る
こ
と 

（
水
分
補
給
）
が
３
つ
の
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
暑
さ
対
策
は
、

身
体
の
中
の
温
度 

（
深
部
体
温
）

の
過
度
な
上
昇
を
抑
制
す
る
た

め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
深
部
体

温
の
過
度
な
上
昇
は
運
動
能
力

を
低
下
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、

熱
中
症
発
症
の
一
要
因
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

観
客
・
ス
タ
ッ
フ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
最
も
簡
便
に
で

き
る
暑
さ
対
策
は
、
水
分
補
給

で
す
。
研
究
結
果
か
ら
飲
料
の

温
度
が
低
く
、
15
〜
20
分
ご
と

に
１
０
０
〜
２
０
０
㎖
程
度
ず

つ
摂
取
を
す
る
方
法
が
、
吸
収

速
度
が
速
く
効
果
的
で
あ
る
と

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
試
合
や
自

身
の
仕
事
に
熱
中
し
す
ぎ
て
、

水
分
補
給
を
怠
り
、「
熱
中
症
」

を
発
症
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
大
会
は
、
中
止
に
し
た
ら

暑
さ
対
策
に
も
感
染
症
対
策
に

も
な
る
と
揶
揄
さ
れ
て
い
る
現

状
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
・
観
客
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
大
会
に
関

わ
る
人
た
ち
が
暑
さ
対
策
を
実

施
し
、
一
人
も
熱
中
症
に
よ
る

ダ
ウ
ン
な
く
大
会
が
閉
幕
す
る

こ
と
、
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
で
暗
く
塞
ぎ
込
み
が
ち

に
な
っ
た
社
会
を
日
本
代
表
選

手
の
歓
喜
で
明
る
く
し
て
く
れ

る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

（
記
事
内
容
は
、
５
月
13
日
現
在
の
も
の
で
す
。）

南フランスから眺めるフランスの歴史

　

専
門
は
フ
ラ
ン
ス
の
近
世
か

ら
近
代
に
か
け
て
の
歴
史
で
す
。

特
に
一
八
世
紀
か
ら
フ
ラ
ン
ス

革
命
期
の
時
代
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
ま
す
。

　

私
が
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
い

る
南
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ン
グ
ド
ッ

ク
地
方
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
な
か

で
も
独
特
の
歴
史
を
歩
ん
で
き

た
地
域
で
す
。
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク

地
方
は
、
一
三
世
紀
に
フ
ラ
ン

ス
王
国
に
併
合
さ
れ
ま
し
た
が
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
ま
で
独
自
の
議

会
を
保
有
し
、
王
権
に
対
し
て

政
治
的
な
自
立
性
を
確
保
し
続

け
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
地
方

で
は
、
パ
リ
を
含
む
北
フ
ラ
ン

ス
と
は
異
な
る
言
語
が
日
常
的

に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
特

徴
の
一
つ
で
し
た
。「
ラ
ン
グ

ド
ッ
ク
」
と
は
、
こ
の
地
域
で

用
い
ら
れ
て
い
た
「
オ
ッ
ク
語
」

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
地
域
名
で

す
。

　

パ
リ
か
ら
は
距
離
が
あ
る
こ

の
地
方
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
歴

史
を
眺
め
て
み
る
と
、
一
般
的

に
描
か
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史

や
社
会
と
は
異
な
る
像
が
浮
か

び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
フ
ラ
ン

ス
で
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
か

け
て
、
中
央
集
権
化
が
進
み
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
権
国
家
や
国

民
国
家
の
典
型
と
み
な
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
現
在

で
も
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
根
強
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
近
年
の
研
究
で
は
、

こ
う
し
た
理
解
か
ら
は
距
離
を

お
き
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
構
造

の
複
雑
さ
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
注
目
が
集
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
事
例
を

提
供
し
て
い
る
の
が
、
ラ
ン
グ

ド
ッ
ク
地
方
に
関
す
る
研
究
で

す
。

　

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
近
世
と

近
代
の
分
水
嶺
で
あ
る
フ
ラ
ン

ス
革
命
も
、
地
方
か
ら
眺
め
る

と
そ
の
政
治
過
程
は
一
層
複
雑

な
も
の
に
み
え
て
き
ま
す
。
フ

ラ
ン
ス
革
命
期
に
は
、
パ
リ

を
中
心
と
し
た
革
命
の
進
展

に
、
多
く
の
地
方
が
反
発
し
た

か
ら
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史

が
、
近
代
史
の
典
型
と
し
て
語

ら
れ
る
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら

ば
、
現
在
の
研
究
で
進
め
れ
て

い
る
多
様
な
立
場
と
視
点
か
ら

の
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
の
見
直
し

は
、「
近
代
」
と
い
う
も
の
の
再

検
討
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。

人文学部教授　
仲
なか

松
まつ

 優
ゆう

子
こ

（専門：フランス近世・近代史）

宮島先生の
プチ解説

　近年、外国人観光客が急増するなかで、観光ニーズもこれま
で以上に多様化してきています。これまで日本の観光政策は、
主に政府、自治体、地域の観光協会などにより実施されてきま
したが、今後はさらに、より柔軟で、より広域にわたる観光“戦
略”が必要になると考えられます。そもそも観光産業は、競争
相手が多い（場合によっては全世界の観光地）、関連する業種（旅
客、宿泊、飲食、レジャーなど）が多岐にわたっているなどの
特徴を持つ産業です。日本（北海道）の観光産業の競争力を
強化するためには、観光地間の相互の協力や多様な業種間の
連携などが、これまで以上に重要となります。それらを調整し、
コーディネートする役割を担うのが DMO という存在です。さら
に、そこでは持続可能な観光スタイルを追求することにより、
地域の経済社会への貢献も期待されています。

なぜ、DMOが必要か？
DMO（Destination Management/Marketeing Organization）

　

本
学
で
活
躍
す
る
専
任
教
員

の
「
人
と
な
り
」
を
、
そ
の
研

究
内
容
と
と
も
に
紹
介
す
る
連

載
企
画
「
研
究
室
を
訪
ね
て
」。

三
回
目
は
、
経
済
学
部
で
国
際

経
済
論
な
ど
を
担
当
す
る
宮
島

良
明
先
生
の
登
場
で
す
。

ー
ー
宮
島
先
生
の
ご
専
門
は
、

ア
ジ
ア
経
済
で
す
が
、
研
究
者

を
志
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
？

宮
島　
僕
は
も
と
も
と
長
野
の

山
の
中
で
育
っ
た
の
で
、「
外

の
世
界
」
を
見
た
い
と
い
う
思

い
が
原
点
に
あ
り
ま
し
た
ね
。

　

そ
れ
で
県
外
の
大
学
に
進
学

し
た
の
で
す
が
、
そ
の
頃
、
世

界
銀
行
が
「
東
ア
ジ
ア
の
奇
跡
」

（
一
九
九
三
年
）
と
題
し
た
レ

ポ
ー
ト
を
発
表
し
た
ん
で
す
。

当
時
目
覚
ま
し
い
経
済
発
展
を

遂
げ
て
い
た
韓
国
や
タ
イ
、
マ

レ
ー
シ
ア
と
い
っ
た
東
ア
ジ
ア

の
国
々
が
、
い
か
に
し
て
そ
れ

を
可
能
に
し
た
か
が
詳
細
に
分

析
さ
れ
て
い
て
、
大
い
に
刺
激

を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
先
進
国
と
途

上
国
と
の
経
済
格
差
は
ず
っ
と

埋
ま
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
ん

で
す
。
と
こ
ろ
が
途
上
国
だ
っ

た
は
ず
の
東
ア
ジ
ア
の
国
々
は

こ
の
構
図
か
ら
脱
却
で
き
た
。

そ
れ
は
な
ぜ
か
、
を
研
究
す
る

の
は
面
白
い
な
と
思
い
ま
し

た
。

ー
ー
な
ぜ
ア
ジ
ア
の
国
々
だ
け

発
展
で
き
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

宮
島　
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し

い
（
苦
笑
）。
け
れ
ど
、
あ
え

て
言
え
ば
「
製
造
業
を
頑
張
っ

た
か
ら
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
ア
ジ
ア
以
外
で
も
、

ブ
ラ
ジ
ル
や
メ
キ
シ
コ
な
ど
に

も
先
進
国
の
工
場
が
作
ら
れ
、

工
業
化
の
兆
し
は
あ
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
品
質
面
で
は
、

不
良
品
の
割
合
が
メ
キ
シ
コ
の

工
場
で
は
百
個
に
数
個
だ
と
す

る
と
、
ア
ジ
ア
で
は
、
百
万
個

に
数
個
と
応
え
う
る
品
質
の
水

準
が
ま
る
で
違
う
か
ら
、
自
然

と
ア
ジ
ア
に
工
場
が
集
ま
る
。

製
造
業
と
い
う
「
土
台
」
が
で

き
る
と
、
そ
の
上
に
他
の
産
業

が
積
み
重
な
っ
て
発
展
し
て
い

く
わ
け
で
す
。

　

ア
ジ
ア
の
場
合
は
、
Ｉ
Ｔ
分

野
が
発
展
し

ま
し
た
。
例

え
ば
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
ひ

と
つ
と
っ
て

も
、
基
盤
は

台
湾
、
液
晶
パ
ネ
ル
は
韓
国
、

Ｈ
Ｄ
Ｄ
は
タ
イ
、
筐
体
は
中
国

と
い
う
風
に
今
や
ア
ジ
ア
の
各

国
が
得
意
な
部
品
を
「
分
業
」

で
作
っ
て
い
ま
す
。

ー
ー
宮
島
先
生
は
最
近
「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
」
を
研
究
テ
ー
マ
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
や
っ

て
経
済
発
展
を
遂
げ
た
東
ア
ジ

ア
か
ら
の
観
光
客
が
大
挙
し
て

日
本
を
訪
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

宮
島　

北
海
道
を
訪
れ
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
は
、
二
〇
〇
三

年
当
時
の
二
十
九
万
人

か
ら
二
〇
一
九
年
に
は

二
百
四
十
四
万
人
に
ま
で
膨
れ

上
が
り
、
そ
の
九
割
近
く
が
ア

ジ
ア
人
で
し

た
。
最
も
多

い
の
は
中
国

人
、
つ
い
で

台
湾
人
、
韓

国
人
と
続
き

ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ

ン
ド
ブ
ー
ム

の
要
因
は
、

政
府
の
誘
致

政
策
や
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
に

よ
る
円
安
な

ど
あ
り
ま
す
が
、
決
定
的
だ
っ

た
の
は
東
ア
ジ
ア
の
人
々
の
所

得
の
急
増
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

と
り
わ
け
中
国
の
一
人
当
た

り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
二
〇
〇
〇

年
当
時
は
九
百
五
十
九
ド
ル

だ
っ
た
の
が
、
二
〇
年
に
は

一
万
二
百
十
七
ド
ル
で
、
実
に

一
〇
・
六
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

や
っ
ぱ
り
所
得
が
増
え
る
と

使
い
た
く
な
る
の
が
人
情
で

（
笑
）、
中
国
人
観
光
客
に
よ
る

化
粧
品
や
電
化
製
品
の
「
爆
買

い
」
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
後
は

大
旅
行
ブ
ー
ム

ー
ー
そ
れ
が
コ
ロ
ナ
で
一
変
し

て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。

宮
島
　
ま
っ
た
く
で
す
。
一
方

で
、
日
本
の
観
光
業
は
こ
の

空
白
期
間
を
ど
う
活
か
す
か

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
と

い
う
の
も
実
は
コ
ロ
ナ
前
か

ら
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
恩
恵
を

受
け
る
地
域
と
そ
う
で
な
い
地

域
の
格
差
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
北
海
道
で
も
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
が
お
金
を
落
と
す
の

は
、
札
幌
や
函
館
な
ど
一
部
の

地
域
だ
け
で
す
。
そ
う
で
な
い

地
域
に
い
か
に
観
光
客
を
呼
び

込
む
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
自

治
体
の
枠
を
越
え
て
、
地
域

全
体
で
旅
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

す
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（Destination 

M
anagement/M

arketeing 
Organization

）
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
後
に
大
旅
行
ブ
ー
ム
が
起

こ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
そ
の

と
き
に
ど
ん
な
魅
力
的
な
メ

ニ
ュ
ー
を
提
示
で
き
る
か
。
大

型
バ
ス
で
有
名
観
光
地
と
大
型

ホ
テ
ル
を
め
ぐ
る
と
い
う
コ
ロ

ナ
前
に
主
流
だ
っ
た
薄
利
多
売

型
の
ス
タ
イ
ル
だ
け
で
は
、
立

ち
行
か
な
く
な
る
と
思
い
ま

す
。

ー
ー
最
後
に
学
生
の
皆
さ
ん
に

一
言
お
願
い
し
ま
す
。

宮
島
　
以
前
、「
僕
は
地
方
公
務

員
に
な
る
か
ら
ア
ジ
ア
の
今
な

ん
て
関
係
な
い

ん
で
す
」
と
い
う

学
生
が
い
ま
し

た
。
で
も
本
当
は

地
方
公
務
員
に

な
る
人
こ
そ
外

の
世
界
を
見
て

ほ
し
い
。

　

そ
う
い
う
人

た
ち
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ

な
ど
に
関
わ
っ

て
、
地
域
発
の
新

し
い
観
光
の
カ

タ
チ
を
つ
く
っ

て
い
く
ん
だ
と

思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
浮
き
彫
り
に
し
た

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
」の
課
題

研究室を
訪ねて Vol.

03

経済学部経済学科　　

宮
み や

島
じ ま

 良
よ し

明
あ き

 教授

 【世界経済論、アジア経済論】

東京大学大学院経済学研究科博士課程
単位取得退学。修士（経済学、東京大
学）。研究テーマは、ASEAN と中国の
経済関係。
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アジア地域からの来道者数の推移
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出典：北海道経済部観光局

南タイ・キリウォン村にて、ヤラーから修学旅行に来ていた
高校生と。（2007 年 8 月 24 日）

Poo さんのクッキングツアーでクロントイ市場（バンコク）
を訪問した際の様子。（2018 年 8 月 23 日）

タイ人観光客の歌登パーティーでの餅つきの様子。
（2015 年 10 月 6 日）
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経
営
学
部
で
「
経

営
組
織
」「
組
織
文

化
」
を
担
当
い
た

し
ま
す
。
専
門
は

経
営
学
／
経
営
組
織
論
／
経
営
管
理

論
で
、
現
在
は
組
織
論
に
お
け
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
概
念
の
理
解
や
も
の
の
見
方

に
つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

経
営
学
の
分
野
は
お
金
儲
け
の
学
問

と
思
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

そ
の
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
実
は
私

た
ち
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
関
連

が
深
い
学
問
で
す
。
こ
の
学
問
の
面

白
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
講
義
や

ゼ
ミ
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　　

　

本
年
度
よ
り
歴

史
学
な
ど
の
科
目

を
担
当
い
た
し
ま

す
。
狭
義
の
専
門
は

近
代
日
本
の
天
皇
（
皇
室
）
制
度
で

す
が
、
日
本
近
現
代
の
政
治
史
・
法

制
史
・
経
済
史
・
民
衆
史
に
も
広
く

関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
は

埼
玉
県
の
出
身
な
の
で
す
が
、
子
ど

も
の
頃
か
ら
北
海
道
に
は
家
族
旅
行

で
連
れ
て
き
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
ま
た
旭
川
地
方
を
研
究
の
フ
ィ
ー

ル
ド
の
一
つ
と
し
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
北
海
道
に
は
親
し
み
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
土
地
に
腰
を

据
え
て
、
研
究
・
教
育
に
従
事
で
き

る
こ
と
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
幸
せ

で
す
。
今
後
と
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　

　

　
「
体
育
教
育
」
を

担
当
い
た
し
ま
す
。

専
門
は
運
動
生
理

学
で
熱
い
環
境
（
暑

熱
環
境
）
下
に
お
け
る
運
動
能
力
の

維
持
方
略
の
探
索
や
熱
中
症
対
策
に

関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近

年
、
地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
道
内
で

も
熱
中
症
の
症
例
は
散
見
さ
れ
ま
す
。

そ
の
一
助
と
な
る
研
究
に
取
り
組
ん

加か

藤と
う 

祐ゆ
う

介す
け

法
律
学
科

講
師

法 

学 

部

新
任
教
員

あ
い
さ
つ

令和3年度

中な
か

村む
ら 

暁と
き

子こ

経
営
学
科

講
師

経 

営 

学 

部

で
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
予
定
で
、
酷
暑
下
で
の
競
技

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
選
手
の
暑

さ
対
策
に
従
事
し
、
そ
の
経
験
を
授

業
に
還
元
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

　
「
地
域
研
究
」
を

担
当
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
北
大
西

洋
に
浮
か
ぶ
世
界

最
大
の
島
デ
ン
マ
ー
ク
領
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
の
自
治
の
基
層
と
そ
の
変
容

に
つ
い
て
、
米
軍
基
地
、
Ｅ
Ｕ
、
捕

鯨
、
非
生
物
資
源
開
発
、
人
間
と
自

然
の
交
流
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
実
証

研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
科
学
（
教

育
・
研
究
）
が
有
す
る
還
元
主
義
に

陥
ら
ず
、
地
域
が
地
域
と
し
て
持
つ

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
可
能
性
を
、
教
育
・

研
究
活
動
を
通
じ
て
考
え
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

公
共
政
策
論
を

担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
れ

ま
で
私
は
東
京
に

い
な
が
ら
地
方
自
治
の
研
究
を
し
て

き
ま
し
た
。
前
の
職
場
を
去
る
際
に
、

同
僚
か
ら
、
北
の
大
地
は
い
ま
だ
に

「
信
頼
」
や
「
社
会
資
本
」
を
実
地
に

学
ぶ
風
土
を
残
し
て
い
る
と
の
言
葉

を
も
ら
い
ま
し
た
。
風
土
は
学
問
の

存
立
基
盤
。
も
は
や
若
く
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
せ
っ
か
く
の
機
会
を
活
か

す
べ
く
、
皆
さ
ん
か
ら
多
く
を
学
び
、

今
後
の
研
究
、
教
育
、
学
務
、
社
会

貢
献
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、

主
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
系
の
講
義
を
担

当
し
ま
す
、
高
橋
良

輔
と
申
し
ま
す
。
北
海
道
に
て
学
位
取

得
後
、
横
須
賀
、
甲
府
、
秋
田
を
巡
り
、

18
年
振
り
に
札
幌
に
戻
り
ま
し
た
。
研

究
テ
ー
マ
は
、
高
度
な
性
能
評
価
方

法
に
基
づ
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
系
構

造
物
の
よ
り
良
い
設
計
・
管
理
の
実

現
で
す
。
限
り
あ
る
予
算
の
下
、
北

海
道
の
厳
し
い
自
然
環
境
で
長
期
間
、

安
心
安
全
を
維
持
で
き
る
、
よ
り
良
い

構
造
物
の
実
現
を
担
う
人
材
を
輩
出

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

髙た
か

橋は
し 

美み

野の

梨り

政
治
学
科

准
教
授

内な
い

藤と
う 

貴た
か

司し

法
律
学
科

講
師

　

実
務
家
教
員
と

し
て
着
任
し
ま
し

た
弁
護
士
の
吉
田

康
紀
と
申
し
ま
す
。

弁
護
士
登
録
か
ら
15
年
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
、
企
業
法
務
を
中

心
に
、
様
々
な
種
類
の
一
般
民
事
事

件
、
刑
事
事
件
、
破
産
管
財
事
件
等

を
扱
っ
て
き
ま
し
た
。
実
務
家
と
し

て
の
経
験
を
お
伝
え
す
る
こ
と
は
勿

論
で
す
が
、こ
れ
を
機
会
に
、実
体
法
、

訴
訟
法
を
基
本
か
ら
学
び
直
し
、
学

生
の
皆
様
の
試
験
勉
強
等
に
も
お
役

に
立
て
る
よ
う
励
ん
で
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

堀ほ
り

内う
ち　

匠た
く
み

政
治
学
科

准
教
授

魚う
お

谷た
に 

実み
の

里り

事
務
部
会
計
課

書
記

土つ
ち

谷や 

有あ
り

子こ

工
学
部

主
任

菅か
ん

野の 

伸の
ぶ

樹き

図
書
館

書
記

吉よ
し

田だ 

康や
す

紀の
り

法
務
研
究
科

教
授

法 

務 

研 

究 

科

 

新
任
職
員
紹
介

　
①
出
身
大
学

　
②
所
属
ゼ
ミ
名
・
テ
ー
マ
、

前
職
の
業
務
内
容
　

　
③
抱
負

高た
か

橋は
し 

良り
ょ
う

輔す
け

社
会
環
境
工
学
科

教
授

工 

学 

部

教授

経済学部長

石井 　健
いし い たけし

教授

工学部長

元木 邦俊
もと き くに とし

教授

経営学部長

天笠 道裕
あま がさ みち ひろ

!新 学部長に聞く
─
経
済
学
部
の
特
色
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

石
井
教
授　

人
間
の
経
済
活
動
を

科
学
的
に
分
析
し
制
御
・
操
作

す
る
た
め
の
知
的
道
具
が
経
済

学
と
い
う
学
問
で
す
。
対
象
や

方
法
に
よ
り
学
問
領
域
は
細
分

化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
経
済
学

部
で
は
そ
れ
を
８
つ
の
コ
ー
ス

（
２
つ
の
学
科
に
各
４
コ
ー
ス
）

に
ま
と
め
、
４
年
間
か
け
て
そ

の
う
ち
の
１
つ
を
学
び
修
め
て

も
ら
い
ま
す
。
学
修
の
方
法
は

座
学
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
現
地
実

習
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

と
く
に
現
地
実
習
に
つ
い
て
は

地
域
経
済
学
科
を
中
心
に
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
地
域
研
修
と
い

う
科
目
が
目
玉
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

─
新
学
部
長
と
し
て
の
抱
負
を
。

石
井　

中
世
に
誕
生
し
て
以
来
、

大
学
あ
る
い
は
学
部
は
ど
こ
ま
で

い
っ
て
も
基
本
ギ

ル
ド
で
す
。
学
部

長
は
そ
の
一
般
意

志
を
代
表
す
る
も

の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
れ

を
見
失
わ
ず
に
職

を
全
う
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
は
仕
事
量
を

減
ら
し
た
い
。
余
裕
を
失
う
と
ろ

く
な
事
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
。

─
経
済
学
部
の
最
近
の
取
り
組
み

や
、
今
後
取
組
み
し
て
い

き
た
い
こ
と
は
。

石
井　

２
０
１
８
年
度
か

ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
変
わ

り
、
卒
業
研
究
を
奨
励
す
る

な
ど
全
体
的
に
演
習
系
科

目
が
こ
れ
ま
で
よ
り
も
重

視
さ
れ
る
形
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
こ
の
行
く
末
を

見
守
り
た
い
で
す
。
ま
た
、

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど

無
縁
だ
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
と
い
う
授
業
形
態
を

多
く
の
授
業
で
（
一
時
は

全
面
的
に
）
強
い
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
収

束
後
、
経
済
学
部
と
し
て
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
ど
う
取
り
扱
っ
て
い

く
べ
き
か
今
の
う
ち
に
検
討
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

─
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

石
井　

卒
業
後
を
見
据
え
て
、
か

つ
大
学
に
い
る
間
に
し
か
で
き
な

い
こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
で

す
。

─
休
日
の
過
ご
し
方
や
趣
味
は
？

石
井　

研
究
用
の
文
献
・
史
料
を

読
ん
で
い
る
か
、推
理
小
説
や
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
小
説
な
ど
娯
楽
作
品
を

読
ん
で
い
る
か
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
を
聴
い
て
い
る
か
、
で
し
ょ
う

か
。
最
近
ち
ょ
っ
と
し
た
隙
間
時

間
に
数
独
と
よ
ば
れ
る
パ
ズ
ル
を

解
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

石
井
先
生
の
お
す
す
め
の
本

最
近
読
ん
で
と
て
も
面
白
か
っ
た

の
は
、
佐
々
木
実
『
資
本
主
義
と

闘
っ
た
男
：
宇
沢
弘
文
と
経
済
学

の
世
界
』（
講
談
社
、２
０
１
９
年
）

で
し
ょ
う
か
。
一
経
済
学
者
の
伝

記
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
種
の
経

済
学
史
に
も
な
っ
て
お
り
、
大
部

で
す
が
軽
妙
な
良
書
で
す
。
そ
の

上
で
、
宇
沢
本
人
の
入
門
書
『
経

済
学
の
考
え
方
』
と
『
社
会
的
共

通
資
本
』（
い
ず
れ
も
岩
波
新
書
）

を
読
ん
で
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
後
の

経
済
学
と
経
済
社
会
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
考
え
る
上
で
大
い
な
る

指
針
を
与
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

─
経
営
学
部
の
特
色
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

天
笠
教
授　

５
つ
の
人
材
育
成
コ
ー
ス

を
設
置
し
、
そ
こ
に
知
識
・
技
術
や
経

験
を
獲
得
す
る
た
め
の
学
科
目

を
適
切
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ

り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
成
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
組
織

や
戦
略
の
知
識
を
持
ち
、
社
会

で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る

こ
と
の
で
き
る
人
材
育
成
を
目

的
と
し
た
「
組
織
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」・「
戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」
コ
ー
ス
、
会
計
・
情
報
・

心
理
の
各
分
野
の
知
識
・
技
術

や
経
験
を
企
業
経
営
に
活
用
で

き
る
人
材
や
、
各
分
野
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
の
育
成
を
目
的
と
し

た
「
会
計
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
１

部
）」・「
情
報
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
１
部
）」・「
心
理
・
人
間
行
動
」

コ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
コ
ー
ス
科
目
を
履
修
し
問
題
解
決
学

習
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ビ
ジ

ネ
ス
に
お
け
る
実
際
的
な

問
題
の
解
決
方
法
を
主
体

的
に
、
経
験
的
に
学
び
、

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
活
用

で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

─
新
学
部
長
と
し
て
の
抱
負
を
。

天
笠　

学
生
の
み
な
さ
ん

が
、
か
け
が
え
の
な
い
学

生
生
活
４
年
間
の
中
で
、

で
き
る
だ
け
早
く
「
自
己
発
見
」
し
、

目
的
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
支
援
し
続

け
ま
す
。
ひ
い
て
は
、
み
な
さ
ん
を
能

動
的
・
自
律
的
な
行
動
へ
と
導
く
環

境
づ
く
り
に
邁
進
し
ま
す
。

─
経
営
学
部
の
最
近
の
取
り
組
み

や
、
今
後
取
組
み
し
て
い
き
た
い
こ

と
は
。

天
笠  

こ
れ
ま
で
展
開
し
て
き
た

「
経
営
学
部
Ｃ
Ｓ
Ｐ
（
キ
ャ
リ
ア
・

サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
の
再

構
築
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
「
北
海

経
営
Ｃ
Ｄ
Ｐ
（
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
「
実
践
力
の

涵
養
を
目
指
し
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

知
見
と
リ
ア
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
実

践
と
の
架
橋
を
図
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
し
て
、
新
た
に
展
開
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
度
は
、
経

営
学
部
創
設
20
周
年
記
念
の
年
と
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

─
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

天
笠　

社
会
的
な
変
化
や
行
動
変
容
を

と
も
な
う
環
境
下
に
あ
っ
て
、
み
な
さ

ん
に
は
「
柔
軟
に
生
き
抜
く
力
」
を
醸

成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
柔
軟
に
生
き
抜
く
力
」
と
は
、「
直
面

し
た
問
題
に
対
し
て
柔
軟
に
向
き
合

い
、
そ
れ
ま
で
に
得
た
知
識
・
技
術
や

経
験
を
駆
使
し
て
適
切
に
問
題
解
決
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
」
を
意
味
し

ま
す
。
大
学
生
活
の
４
年
間
に
お
い
て

培
う
知
識
・
技
術
や
経
験
は
み
な
さ
ん

の
将
来
に
お
け
る
「
柔
軟
に
生
き
抜
く

力
」
に
よ
り
良
い
影
響
を
与
え
る
礎
に

な
り
ま
す
の
で
、
軽
ん
じ
る
こ
と
な
く

一
つ
一
つ
の
学
習
機
会
を
大
切
に
し
、

真
摯
に
向
き
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

─
休
日
の
過
ご
し
方
や
趣
味
は
？

天
笠　

豊
平
川
の
河
川
敷
で
１
時
間
程

度
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
も
し
く
は
２
時
間

程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま

す
。
数
年
前
ま
で
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に

も
出
場
し
て
い
た
の
で
す
が
、
最
近
は

機
会
を
逸
し
て
い
ま
す
。

天
笠
先
生
の
お
す
す
め
の
本

稲
盛
和
夫
（
２
０
０
４
）『
生
き
方
─

人
間
と
し
て
一
番
大
切
な
こ
と
─
』
を

推
薦
し
ま
す
。
比
較
的
読
み
易
く
、
経

営
者
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
方
々
に
も

示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
本
で
す
。
こ

の
本
を
読
む
と
自
分
自
身
は
「
生
か
さ

れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
境
地
に
な
り
ま

す
。

─
工
学
部
の
特
色
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

元
木
教
授　

工
学
部
に
は
４
つ
の
学

科
が
あ
り
ま
す
。
一
番
の
特
色
は
、

専
門
性
の
高
い
分
野
を
確
実
に
学
ぶ

環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
い
ず
れ
の
学
科
も
２
年
次
、
３

年
次
に
多
く
の
実
験
・
実
習
・
演
習

科
目
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入
れ

て
い
て
、
講
義
で
得
た
知
識
を
実
験

等
を
通
じ
て
深
く
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
時
間
割
を
見
る

と
２
コ
マ
連
続
の
授
業
が
多
い
こ
と

に
驚
か
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
豊
平
と
は

異
な
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
１
年
次
に
は
豊
平

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
授
業

で
す
が
、
２
年
次
以
上

は
山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
で

全
て
の
授
業
が
行
わ
れ

ま
す
。
大
型
の
実
験
装

置
や
た
く
さ
ん
の
実

験
機
器
が
あ
り
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は

是
非
見
学
く
だ
さ
い
。

─
新
学
部
長
と
し
て
の

抱
負
を
。

元
木　

専
門
科
目
は
学
科
固
有
の
科

目
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
必
ず
求
め
ら
れ
る

知
識
や
能
力
を
学
科
の
枠
を
超
え
て

身
に
着
け
る
こ
と
が
で
き
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
展
開
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
情
報
処
理
、
技
術
者
倫

理
関
係
の
科
目
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
向
上
の
た
め
の
科
目
が
対
応

す
る
と
思
い
ま
す
。
日
常
の
生
活
で

便
利
な
機
器
が
急
速
に
普
及
し
て
い

ま
す
が
、
一
方
で
技
術
の
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
も

の
づ
く
り
が
使
命
の
工
学
部
な
の

で
、
興
味
を
持
っ
て
箱
の
中
身
を
見

た
い
、
仕
掛
け
を
知
り
た
い
と
思
う

学
生
を
増
や
し
た
い
で
す
ね
。

─
工
学
部
の
最
近
の
取
り
組
み
や
、
今

後
取
組
み
し
て
い
き
た
い
こ
と
は
。

元
木　

昨
年
度
か
ら
豊
平
キ
ャ
ン
パ

ス
と
山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
の
間
に
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
試
験
的
に
運
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
時
間
帯
に
も
よ
り
ま

す
が
、
豊
平
に
向
か
う
最
終
便
は
多

く
の
学
生
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
両

キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
ア
ク
セ
ス
を
良
く

し
て
、
勉
学
だ
け
で
は
な
く
サ
ー
ク

ル
活
動
の
参
加
な
ど
に
も
是
非
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。
突
然
に
発
生
し
た

コ
ロ
ナ
禍
で
の
遠
隔
授
業
や
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
に
も
、
工
学
部
の
専
門
性

を
活
か
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

─
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

元
木　

私
自
身
は
学
生
の
と
き
に
サ

イ
ク
リ
ン
グ
の
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
の
体
験

が
強
烈
で
、
一
緒
に
活
動
し
た
仲
間

と
は
今
で
も
交
流
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
40
歳
を
過
ぎ
て
か
ら

知
り
合
っ
た
還
暦
を
過
ぎ
た
大
先
輩

方
と
も
仲
間
と
し
て
一
緒
に
自
転
車

で
走
っ
た
り
、
会
合
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
サ
ー
ク

ル
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
少
し
で
も
興
味

が
あ
る
こ
と
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

熱
中
し
て
く
だ
さ
い
。
30
年
、
40

年
後
も
仲
間
と
し
て
交
流
で
き
る
で

し
ょ
う
。

─
休
日
の
過
ご
し
方
や
趣
味
は
？

元
木　

ド
ラ
イ
ブ
が
好
き
な
の
で
温

泉
入
浴
と
野
菜
の
買
い
出
し
も
兼
ね

て
ニ
セ
コ
方
面
に
日
帰
り
で
で
か
け

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
天
気
が

良
い
と
き
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
山
歩

き
も
し
ま
す
。
市
民
農
園
で
芋
や
野

菜
も
作
っ
て
ま
す
。
総
じ
て
ア
ウ
ト

ド
ア
好
き
で
す
。

元
木
先
生
の
お
す
す
め
の
本

司
馬
遼
太
郎
の
『
竜
馬
が
ゆ
く
』。

長
編
で
す
が
一
気
に
読
め
て
面
白
い

で
す
よ
。

卒業後を見据えた挑戦を

「柔軟に生き抜く力」の醸成

実
験
・
実
習
・
演
習
で
知
識
深
め
る

今年度新しく就任した経済学部長・石井健教授、経営学部長・天笠道裕教授、工学部長・元木邦俊教授に、
学部の取り組みや学部長としての抱負などを伺った。

①
北
星
学
園
女
子

短
期
大
学
生
活
教

養
学
科

②
北
海
学
園
大
学

開
発
研
究
所

③
学
生
の
成
長
を
導
く
役
割
を
担
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
大

学
職
員
と
し
て
学
び
続
け
、
明
る
く

前
向
き
に
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。①

北
海
学
園
大
学
経

済
学
部
経
済
学
科

②
市
川
大
祐
先
生

ゼ
ミ
で
戦
前
期
の

日
本
経
済
史
に
つ
い
て
学
ぶ
。

③
社
会
人
と
し
て
未
熟
な
と
こ
ろ
が

多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
北
海
道
教
育
大
学

札
幌
校
教
員
養
成
課

程
養
護
教
育
専
攻

②
医
療
法
人
の
人

事
労
務
部
門
に
所
属
。
採
用
面
接
や

職
員
面
談
、
そ
の
ほ
か
勤
怠
管
理
や

各
種
保
険
に
関
す
る
業
務
な
ど
に
従

事
。

③
北
海
学
園
初
心
者
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
一
日
も
早
く
お
力
に
な
れ
る

よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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　豊平キャンパス３号館入口の車椅子用ス
ロープに３月、屋根が設置された。本学では、
疾病や障がいのある学生をサポートするため
のアクセシビリティ支援に取り組んでおり、
その一環として多目的トイレの設置や自動ド
ア化、出入口スロープの屋根設置など、大学
構内のバリアフリー化を推進している。

車椅子用スロープ屋根設置３号館入口

　　

本
書
は
、
山
陰
の
小
都
市
米

子
に
生
を
享
け
た
筆
者
が
、
京

都
、
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
、
ゲ
ッ
テ
ィ

ン
ゲ
ン
、
東
京
、
盛
岡
、
大
宮
、

札
幌
の
各
大
学
で
学
び
か
つ
教

え
な
が
ら
行
っ
て
き
た
キ
リ
ス

ト
教
思
想
史
研
究
の
成
果
を
、

主
要
研
究
対
象
に
取
り
上
げ
て

き
た
七
名
の
思
想
家
に
仮
託
し

て
物
語
っ
た
、
西
洋
思
想
史
に

関
す
る
「
学
術
的
エ
ッ
セ
ー
」

（essai académique

）で
あ
る
。

　

半
世
紀
に
わ
た
る
地
道
な
思

想
史
的
探
究
と
そ
の
成
果
に
基

づ
い
て
い
る
が
、
筆
者
が
こ
の

書
の
具
体
的
執
筆
に
取
り
組
ん

だ
の
は
、
２
０
２
０
年
の
コ
ロ

ナ
禍
の
早
春
か
ら
晩
夏
に
か
け

て
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、ボ
ッ

カ
ッ
チ
ョ
の
『
デ
カ
メ
ロ
ン
』

と
類
似
的
な
状
況
の
な
か
で
、

「
メ
メ
ン
ト
・
モ
リ
」（
死
を
忘

る
る
な
か
れ
）
の
意
識
を
も
っ

て
、
短
期
集
中
的
に
ま
と
め
上

げ
た
の
が
こ
の
作
品
で
あ
る
。

　

本
書
の
題
名
は
『
キ
リ
ス
ト

教
思
想
史
の
隠
れ
た
水
脈
』
と

な
っ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は

『
思
想
史
の
裏
街
道
』
と
い
う

表
題
で
構
想
さ
れ
て
い
た
。
山

陰
の
小
邑
に
生
ま
れ
育
ち
、
成

人
後
の
人
生
の
約
四
分
の
三
を

東
北
と
北
海
道
で
過
ご
し
て
き

た
わ
た
し
に
は
、
華
や
か
な
人

生
や
経
歴
よ
り
も
日
陰
の
歩
み

や
陰
翳
に
富
む
生
涯
の
方
が
共

感
を
呼
ぶ
。「
裏
街
道
」と
は「
人

目
に
つ
か
な
か
っ
た
り
、
迂
遠

で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
旅
行

者
が
ほ
と
ん
ど
利
用
し
な
い

道
」
の
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、『
思

想
史
の
裏
街
道
』
に
込
め
た
意

味
は
、
西
洋
思
想
史
の
「
奥
の

細
道
」
と
言
い
換
え
て
も
よ
か

ろ
う
。
だ
が
読
者
の
食
い
つ
き

に
苦
慮
す
る
編
集
者
の
要
請
に

応
じ
て
、
初
校
の
段
階
で
現
行

の
書
名
に
変
更
し
た
。
著
者
と

し
て
は
そ
こ
に
若
干
の
悔
い
が

残
る
。

　

各
章
の
主
役
は
、
フ
ィ
オ
ー

レ
の
ヨ
ア
キ
ム
、
Ｓ
・
フ
ラ
ン

ク
、
Ｇ
・
Ｅ
・
レ
ッ
シ
ン
グ
、

Ｆ
・
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
、
Ｋ
・

Ｃ
ｈ
・
Ｆ
・
ク
ラ
ウ
ゼ
、
Ｅ
・

ト
レ
ル
チ
、
Ｒ
・
ニ
ー
バ
ー
で

あ
る
。
か
な
り
知
ら
れ
て
い
る

人
物
も
い
れ
ば
、
無
名
に
近
い

思
想
家
も
い
る
。
だ
が
全
体
か

ら
浮
か
び
上
が
る
思
想
史
的
脈

絡
こ
そ
が
肝
で
あ
る
。
本
書
が

「
白
鳥
の
歌
」
に
な
る
か
は
わ

か
ら
な
い
が
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同

時
に
上
梓
さ
れ
た
シ
ュ
ラ
イ
ア

マ
ハ
ー
の
大
著
『
キ
リ
ス
ト
教

信
仰
』（
教
文
館
、
２
０
２
０

年
）
の
全
訳
を
も
っ
て
、
筆
者

は
自
ら
の
研
究
生
活
に
終
止
符

を
打
っ
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
心
理
学
領
域
を
切
り
開

い
た
革
新
的
な
14
の
研
究
を

取
り
上
げ
、
そ
の
背
景
と
理

論
・
方
法
の
詳
細
、
結
果
、
影

響
、
批
判
に
つ
い
て
解
説
し

た
、Personality and 

Individual Differences: 
Revisiting the Classic 
Studies

（Psychology: 
Revisiting the Classic 
Studies

）
を
翻
訳
し
た
も

の
で
す
。
ビ
ッ
グ
フ
ァ
イ
ブ
と

呼
ば
れ
る
５
つ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
因
子
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

心
理
学
と
進
化
理
論
と
い
っ
た

一
見
結
び
つ
か
な
い
よ
う
な
２

つ
の
分
野
の
関
連
、
望
ま
し
く

な
い
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
特
徴

な
ど
の
14
の
章
で
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
心
理
学
初
学
者
の

方
に
は
難
し
い
所
も
あ
り
ま
す

が
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
個
人

差
の
心
理
学
を
勉
強
し
た
い

方
々
、
特
に
古
典
的
な
研
究
を

勉
強
し
た
い
方
に
と
っ
て
、
大

い
に
役
立
つ
本
で
あ
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　

翻
訳
の
き
っ
か
け
は
、
昨
年

４
月
の
中
央
大
学
の
中
村
菜
々

子
先
生
か
ら
の
お
誘
い
で
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

た
め
に
研
究
遂
行
の
方
向
転
換

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
時
期

で
し
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど
い
い

勉
強
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
思
い
、

軽
い
気
持
ち
で
引
き
受
け
ま

し
た
。
し
か
し
、
中
身
を
改
め

て
確
認
し
、
本
書
の
内
容
の
重

厚
さ
に
お
の
の
き
ま
し
た
。
そ

し
て
「
こ
れ
は
中
村
先
生
と
私

の
２
人
で
は
無
理
だ
」
と
確
信

し
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
研
究

に
日
々
汗
を
流
す
若
手
・
中
堅

研
究
者
に
翻
訳
へ
の
協
力
を
依

頼
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
１
人

と
し
て
、
本
学
の
田
中
勝
則
先

生
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

苦
労
し
た
点
は
、
各
章
の
用

語
や
表
現
の
訳
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
用
語
や
表
現
を
精
緻
に
確

認
し
、
訳
を
統
一
し
た
り
差
異

化
し
た
り
す
る
こ
と
に
は
、
か

な
り
の
時
間
が
か
か
り
ま
し

た
。
中
村
先
生
と
１
つ
の
単
語

の
訳
に
つ
い
て
時
間
を
か
け
て

議
論
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
正
直
言
っ
て
、
非
常
に
苦

労
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

刷
り
上
が
っ
た
本
書
を
見
た
際

「
あ
あ
、
こ
れ
は
い
い
本
を
訳

さ
せ
て
も
ら
っ
た
」
と
思
っ
た

次
第
で
す
。

「
思
想
史
の
裏
街
道
」か
ら
追
究

を自著自著
語る 25

学
長　

安や
す

酸か
た 

敏と
し

眞ま
さ

経
営
学
部
准
教
授

古ふ
る

谷た
に 

嘉か

一い
ち

郎ろ
う

革
新
的
な
14
の
研
究
解
説
を
翻
訳

 

北
海
学
園
大
学
出
版
会 

『
イ
テ
リ
メ
ン
語
文
法
』刊
行

『イテリメン語文法
　─動詞形態論を中心に─』         

 小野智香子（工学部准教授）著
北海学園大学出版会 2021年

  『キリスト教思想史の
 　　　　　  隠れた水脈 
   フィオーレのヨアキムからニーバーへ』      

知泉書館 2020年

 『パーソナリティと
  個人差の心理学・再入門
    ブレークスルーを生んだ 14 の研究』         

新曜社 2021年

　

北
海
学
園
大
学
出
版
会
か
ら

３
月
31
日
、
工
学
部
・
小
野
智

香
子
准
教
授
の
単
著
『
イ
テ
リ

メ
ン
語
文
法
─
動
詞
形
態
論
を

中
心
に
─
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

イ
テ
リ
メ
ン
語
は
、
ロ
シ
ア
・

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
の
先
住
民

イ
テ
リ
メ
ン
族
に
よ
っ
て
話
さ

れ
て
い
る
言
語
で
、
17
世
紀
に

は
人
口
１
万
人
と
も
い
わ
れ
て

い
た
イ
テ
リ
メ
ン
族
は
そ
の
後
、

激
減
し
た
。
イ
テ
リ
メ
ン
語
も

衰
退
の
一
途
を
た
ど
り
、
流
暢

に
話
せ
る
人
は
現
在
、
全
世
界

で
数
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
小
野
先
生
が
20
数

年
に
わ
た
り
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
に

て
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
重
ね
、
イ

テ
リ
メ
ン
語
北
部
方
言
の
文
法

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

小
野
先
生
が
初
め
て
カ
ム

チ
ャ
ッ
カ
に
入
っ
た
の
は
、

１
９
９
７
年
の
こ
と
。「
実
際
に

話
者
た
ち
が
目
の
前
で
話
す
イ

テ
リ
メ
ン
語
を
初
め
て
聞
い
た

と
き
の
感
動
は
、
今
で
も
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
語
っ

て
い
る
（
本
書
よ
り
）。
言
語
の

専
門
家
は
も
ち
ろ
ん
、
人
類
の

自
然
言
語
や
先
住
少
数
民
族
の

文
化
に
興
味
が
あ
る
人
に
も
知

的
な
ロ
マ
ン
と
刺
激
を
与
え
て

く
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
北
海
学
園
生
協
、
北
海

道
大
学
生
協
ク
ラ
ー
ク
店
、
紀

伊
國
屋
書
店
札
幌
本
店
、
Ａ
ｍ

ａ
ｚ
ｏ
ｎ
で
販
売
中
。

　

お
問
い
合
わ
せ
先
は
、
庶
務

課
学
術
・
国
際
交
流
係
ま
で
。

【
著
者
紹
介
】

小
野
智
香
子
（
お
の 

ち
か
こ
）

１
９
９
３
年
千
葉
大
学
文
学
部
卒
業
、
在

学
時
に
イ
テ
リ
メ
ン
語
の
研
究
を
始
め

る
。
千
葉
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士

課
程
、
同
社
会
文
化
科
学
研
究
科
博
士
課

程
、
ゲ
オ
ル
グ
・
ア
ウ
グ
ス
ト
大
学
ゲ
ッ

テ
ィ
ン
ゲ
ン
留
学
、
マ
ガ
ダ
ン
国
際
教
育

大
学
外
国
語
学
部
上
級
講
師
等
を
経
て
、

２
０
１
６
年
に
博
士
の
学
位
を
取
得
。
現

在
北
海
学
園
大
学
工
学
部
准
教
授
。 

　

多
種
多
様
な
業
界
で
活
躍
す

る
同
窓
生
を
リ
レ
ー
形
式
で
連

載
し
、
本
学
の
風
土
や
学
風
、

本
学
で
学
ぶ
意
義
等
を
探
る
「
人

脈
記
」。
前
号
登
場
の
Ｄ
Ｊ 

Ｔ
Ａ

Ｍ
Ａ
さ
ん
が
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
／
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て

国
内
外
で
活
躍
す
る
前
田
麦
さ

ん
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。　

■
■　
　

■
■　
　

■
■

　

大
学
を
卒
業
し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
デ

ザ
イ
ン
会
社
に
就
職
。
27
歳
で

フ
リ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

と
し
て
独
立
し
た
。
コ
ン
サ
ド
ー

レ
の
チ
ケ
ッ
ト
の
イ
ラ
ス
ト
や

２
０
１
７
年
冬
季
ア
ジ
ア
大
会

の
メ
イ
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
エ

ゾ
モ
ン
」
な
ど
多
数
の
イ
ラ
ス

ト
ワ
ー
ク
の
ほ
か
に
、
ス
タ
ン

プ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｐ 

Ｂ
Ｙ 

Ｍ
Ｅ
（
ス
タ
ン
プ
・
バ
イ
・

ミ
ー
）」、
と
う
き
び
の
皮
を
使
っ

た
人
形
制
作
な
ど
、
幅
広
く
創

作
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

10
年
前
に
、
リ
ボ
ン
を
使
っ

た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
リ
ボ

ネ
シ
ア
」（
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｓ

Ｉ
Ａ
）
を
友
人
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
吉
川
徹
⽒

と
立
ち
上
げ
た
。
作
品
は
、
動

植
物
な
ど
生
き
物
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
も
の
が
多
い
。
リ
ボ
ン
の

色
彩
と
光
沢
が
美
し
く
、
そ
こ

に
命
が
吹
き
込
ま
れ
、
独
特
の

世
界
観
が
生
ま
れ
る
。
国
内
だ

け
で
な
く
海
外
に
向

け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
展
開
す
る
と
、

そ
の
芸
術
性
の
高
さ

は
あ
っ
と
い
う
間
に

世
界
に
知
れ
渡
っ
た
。

　

２
０
１
８
年
に
は

資
生
堂
の
ク
リ
ス
マ

ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
ッ

ケ
ー
ジ
、
昨
年
の
ク

リ
ス
マ
ス
は
松
屋
銀

座
の
メ
イ
ン
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
を
、
そ
の
他

に
も
エ
ス
テ
ィ
ロ
ー

ダ
ー
、
コ
ム 

デ 

ギ
ャ

ル
ソ
ン
、
ピ
エ
ー
ル
・

エ
ル
メ
な
ど
の
広
告

ア
ー
ト
や
Ｃ
Ｍ
、
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
な
ど
を
手

が
け
て
い
る
。

■
■　
　

■
■　
　

■
■

　

平
面
的
な
イ
ラ
ス
ト
か
ら

立
体
的
な
造
形
ま
で
、
斬
新

な
発
想
は
尽
き
な
い
。

　
「
普
通
に
包
装
と
か
に
使
っ

て
い
る
よ
う
な
リ
ボ
ン
で
何

か
で
き
な
い
か
、
そ
れ
が
（
リ

ボ
ン
ア
ー
ト
の
）
ス
タ
ー
ト

で
し
た
。
基
本
的
に
手
を
動

か
す
の
が
好
き
、
作
る
の
が

好
き
な
ん
で
す
。
何
か
あ
れ

ば
い
じ
り
た
く
な
る
。
イ
ラ

ス
ト
と
か
平
面
に
描
く
絵
は

自
分
の
思
い
通
り
に
支
配
で

き
ま
す
が
、
立
体
物
は
モ
ノ

あ
り
き
な
の
で
不
自
由
で
す
。

そ
れ
を
使
い
こ
な
す
ま
で
が

面
白
い
ん
で
す
」

　

前
田
さ
ん
の
手
帳

に
は
、
た
く
さ
ん
の

ア
イ
デ
ア
が
び
っ
し

り
書
き
込
ま
れ
て
い

る
。

　
「
あ
っ
、
こ
の
手

が
あ
っ
た
か
、
と
い

う
よ
う
な
、
今
ま
で

あ
り
そ
う
で
な
か
っ

た
発
想
と
か
ア
イ

デ
ィ
ア
を
思
い
つ
く

と
気
持
ち
が
い
い
で

す
ね
。
新
し
い
技
術

で
は
な
く
て
、
古
く

か
ら
あ
る
技
術
で
い

い
ん
で
す
。
そ
れ
の

使
い
方
を
ち
ょ
っ
と

変
え
て
み
る
と
か
、
逆
転
の
発

想
で
す
」

■
■　
　

■
■　
　

■
■

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
絵
を
書
く

こ
と
が
好
き
で
、
将
来
は
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
。
で
は
な
ぜ
美
大

で
は
な
く
、
北
海
学
園
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

　
「
そ
こ
ま
で
の
熱
意
が
な
か
っ

た
の
か
な
（
笑
）。
で
も
、
僕
は

人
生
に
お
い
て
後
悔
は
全
く
な

い
で
す
。
決
し
て
意
識
の
高
い

学
生
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、

大
学
生
活
は
楽
し
か
っ
た
し
、
価

値
観
が
違
う
仲
間
と
過
ご
し
て
、

高
校
の
時
よ
り
も
ど
ん
ど
ん
世

界
が
広
が
っ
て
い
く
感
じ
で
し

た
ね
。
大
学
っ
て
無
駄
な
時
間

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
」

　

今
、
大
学
は
コ
ロ
ナ
禍
で
リ

モ
ー
ト
授
業
が
多
く
、
学
生
生

活
も
様
変
わ
り
し
た
。

　
「
一
年
間
友
だ
ち
と
会
え
な
く

て
も
、
家
で
で
き
る
こ
と
は
あ

る
。
本
を
読
ん
だ
り
、
映
画
を

見
た
り
、
一
人
で
景
色
を
見
た

り
し
て
、
何
か
を
吸
収
で
き
る

時
間
だ
と
思
う
。
逆
に
言
え
ば

将
来
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
生
と

し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
、
社

会
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
心

の
ケ
ア
だ
け
気
を
つ
け
て
、
あ

ま
り
悲
観
せ
ず
、
前
向
き
に
考

え
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

学 園学 園人人脈記脈記第16 回
イラストレーター／アーティスト

  前
ま え

田
だ

  麦
ば く

 氏
経済学部経済学科 平成9年度卒・45期生

リボンアートで世界を魅了［プロフィール］1974 年生まれ。札幌出身・在住。
1998 年北海学園大学経済学部卒業。WEB デ
ザイン会社に就職し、27 歳でイラストレーター
として独立。2010 年、アートユニット「リボネシ
ア」を結成。札幌の豊かな自然環境のなかで生
き物にインスピレーションを受けた作品を多数発
表し世界から注目されている。

前田さんのアトリエにて。壁一面に様々な作品やお気に入りのオブジェが並ぶ

リボネシアの作品「Guardian Lion」

前田さんの
instagram

リボネシアの
ホームページ
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経
済
学
部
の
佐
藤
敦
紘
准
教

授
と
ゼ
ミ
生
の
髙
橋
鴻
太
さ
ん

は
、行
動
経
済
学
の
「
ナ
ッ
ジ
」

の
知
見
を
活
か
し
た
複
数
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
豊
平
キ
ャ
ン
パ

ス
の
４
号
館
玄
関
前
に
掲
示
＝

写
真
＝
し
て
、「
ど
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
最
も
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を

促
進
す
る
か
」
の
計
測
実
験
を

行
い
ま
し
た
。

　

掲
示
の
効
果
は
想
像
以
上

で
、
掲
示
前
は
30
％
台
だ
っ

た
利
用
率
が
、
平
均
し
て

50
％
を
超
え
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
な
か
で
も
「
目
の
前

の
人
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
し

て
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
周
囲

と
の
同
調
を
考
慮
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
、「
あ
な
た
の
身
近

な
人
の
感
染
防
止
の
た
め
…
」

と
い
う
家
族
や
友
人
の
こ
と
を

意
識
さ
せ
る
利
他
的
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
効
果
的
で
、
そ
の
後

も
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
適
切
な
場

所
に
掲
示
さ
れ
、
本
学
で
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
髙
橋
さ
ん
は
実
験
の

計
測
結
果
を
ま
と
め
、
経
済
学

部
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
論
文
と
し
て

提
出
し
、
江
川
賞
の
最
優
秀
論

文
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
様

子
は
経
済
学
部
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
将
来
の
夢
は
教
員
に

な
る
こ
と
で
す
。
こ
の
北
海

学
園
大
学
で
は
教
職
課
程
を

履
修
す
る
こ
と
で
中
学
・
高

校
の
各
科
目
の
教
員
免
許
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

し
て
私
は
現
在
、
中
学
社
会

の
教
員
免
許
取
得
に
向
け
て

日
々
学
習
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
分
の
住

ん
で
い
る
国
に
関
す
る

法
律
や
政
治
に
つ
い
て

興
味
が
あ
っ
た
の
で
法
学
部

政
治
学
科
に
進
学
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
こ
の
自
分

が
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
専
門
的
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
さ
ら
に
将
来
の
夢
で

あ
る
教
員
に
向
け
て
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
環
境
が
あ
る

お
か
げ
で
私
の
大
学
生
活
は

と
て
も
充
実
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
高

校
と
は
違
い
、
自
分
で
時
間

割
を
組
ん
で
学
習
す
る
と
い

う
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
自
分

の
興
味
の
あ
る
授
業
を
受
講

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
前

向
き
に
学
習
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
特
に
教

職
課
程
は
昼
間
と
夜
間
と
も

に
開
講
さ
れ
て
お
り
、
自
由

に
選
択
で
き
る
の
で
と
て
も

学
び
や
す
い
で
す
。

　

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
対
面
で
行
わ

れ
て
い
る
授
業
は
あ
ま
り
多

く
な
い
で
す
が
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

等
を
上
手
く
活
用
す
る
こ
と

で
家
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン
ラ

イ
ン
の
課
題
等
で
様
々
な
文

献
や
資
料
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
、
対
面
に
劣
ら
な
い
学

習
を
行
う
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

　

先
程
、
将
来
の

夢
は
教
員
に
な
る
こ
と
と
述

べ
ま
し
た
が
、
詳
し
く
は
小

学
校
の
教
員
に
な
る
こ
と
で

す
。
で
す
が
、
北
海
学
園
大

学
で
取
る
こ
と
が
で
き
る
教

員
免
許
は
中
学
・
高
校
ま
で

と
な
っ
て
い
る
の
で
中
学
校

で
働
い
て
か
ら
小
学
校
の
免

許
も
取
ろ
う
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
そ
う
考
え
て
い
る

と
、
今
年
か
ら
星
槎
大
学
に

お
け
る
通
信
教
育
課
程
で
小

学
校
の
教
員
免
許
も
取
得
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
現

在
星
槎
大
学
で
も
小
学
校
の

教
員
免
許
取
得
の
た
め
学
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
法
学
部

と
教
職
課
程
、
さ
ら
に
星
槎

大
学
の
通
信
教
育
課
程
と
大

変
で
は
あ
り
ま
す
が
大
学
生

活
４
年
間
で
多
く
の
こ
と
を

学
び
、
教
員
に
な
っ
た
際
に

活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
前
向
き
に
コ
ツ
コ
ツ
と
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
が
私
の
大
学
生
活

で
学
ぶ
こ
と
、
そ
し
て
学
び

た
い
こ
と
で
す
。

注
：
本
学
と
星
槎
大
学
（
通
信
制
大
学
）
は

２
０
１
９
年
11
月
１
日
、
小
学
校
・
特
別

支
援
学
校
教
員
免
許
に
関
す
る
協
定
を
締

結
。
こ
れ
に
よ
り
本
学
在
学
生
は
、「
小
学

校
教
員
免
許
・
特
別
支
援
学
校
教
員
免
許
」

を
取
得
す
る
た
め
の
通
信
教
育
課
程
（
星
槎

大
学
）
を
、
通
常
の
科
目
等
履
修
生
よ
り
も

安
価
で
受
講
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
詳
細
は
、
学
報
１
２
１
号
２
面
参
照
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
北
海
学
園
大
学

は
今
年
度
、
対
面
授
業
と

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
並
行

し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

特
殊
な
状
況
で
新
年
度
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
学
生

が
抱
え
る
不
安
や
悩
み
を

少
し
で
も
解
消
す
る
た
め

に
、「
学
生
に
よ
る
、
学

生
の
た
め
の
テ
ク
ニ
カ
ル

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
、
Ｈ
Ｇ

Ｕ 

Ｓ
Ｏ
Ｓ
（Student 

Om
oiyari Support

）」

は
、
４
月
１
日
～
５
月
15

日
の
間
、
12
名
の
メ
ン
バ
ー

で
活
動
し
ま
し
た
。

　

活
動
２
年
目
と
な
る
今

年
度
は
、「
Ｈ
Ｇ
Ｕ 

Ｓ
Ｏ
Ｓ

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン

ト
」
を
作
成
し
、
昨
年
度

多
く
寄
せ
ら
れ
た
相
談
や

予
め
予
想
さ
れ
る
相
談
は
、

全
て
自
動
対
応
で
き
る
よ

う
に
シ
ス
テ
ム
構
築
を
行

い
、
学
生
の
不
安
や
悩
み

の
解
決
に
繋
げ
ま
し
た
。

　

自
動
対
応
で
解
決
で
き

な
か
っ
た
相
談
に
対
し
て

は
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
学

生
目
線
の
親
切
な
対
応
を

心
掛
け
、
一
人
ひ
と
り
個

別
で
の
対
応
を
行
い
、
解

決
に
繋
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
相
談
対
応
と
並

行
し
て
、
昨
年
度
作
成
し

た
「
Ｈ
Ｇ
Ｕ 

Ｓ
Ｏ
Ｓ
テ
ク

ニ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
の
改
訂
や
、
今
回

多
く
寄
せ
ら
れ
た
相
談
に

対
す
る
解
説
動
画
の
作
成

も
行
い
ま
し
た
。
今
年
度

の
業
務
終
了
後
も
、
学
生

の
悩
み
や
不
安
の
解
消
を

少
し
で
も
サ
ポ
ー
ト
で
き

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
が
作

成
し
た
「
Ｈ
Ｇ
Ｕ 

Ｓ
Ｏ
Ｓ

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン

ト
」
を
利
用
し
て
く
だ
さ
っ

た
学
生
や
業
務
に
ご
理
解
、

ご
協
力
頂
い
て
い
る
皆
様

に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

HGU SOSHGU SOS（Student Omoiyari Support）（Student Omoiyari Support）20212021

コロナ禍での不安や悩み 学生がサポート
経
済
学
部
地
域
経
済
学
科
４
年

 

星ほ
し
や
ま山 

皓ひ
ろ

士と
（
佐
藤
信
ゼ
ミ
）

経
営
学
部
経
営
学
科
３
年

 

佐さ

藤と
う 

大た
い

河が
（
内
藤
永
ゼ
ミ
）

ナッジによる消毒利用促進の実験研究
新型コロナウイルス感染防止策

経済学部 
佐藤敦紘ゼミ

新入生向けサークル説明会 オンラインで開催

法学部政治学科２年

 髙
た か

橋
は し

 一
い ち

稀
き 私の学び

夢
は
小
学
校
教
員

実験の詳細

経済学部
Webサイト

　

建
築
学
科
・
米
田
研
究
室
の
大
学
院
生
と
学
生
た
ち

が
今
年
に
入
り
、
学
外
の
設
計
コ
ン
ペ
や
卒
計
コ
ン

ク
ー
ル
で
多
数
入
賞
し
、
確
か
な
実
績
を
残
し
て
い
る
。

　

建
築
学
科
・
米
田
研
究

室
の
第
11
回
卒
業
設
計

作
品
展
が
３
月
10
日
～

３
月
12
日
、
札
幌
市
内

の
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
創

に
て
開
催
さ
れ
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
「Gray 

out

」。
こ
の
作
品
展
は
、

本
研
究
室
の
学
生
た
ち
が

１
年
間
の
活
動
成
果
を
報

告
す
る
場
と
し
て
、
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
。

対
東
北
学
院
大
学
定
期
戦

の
中
止
に
つ
い
て

　

６
月
18
日
～
20
日
に
仙
台
で
予

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
第
67
回
対
東

北
学
院
大
学
定
期
戦
は
、
東
北
学

院
大
学
と
協
議
し
た
結
果
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

大学院修士 2 年 三浦光雅（米田研究室）
株式会社長谷工コーポレーション主催
第14回「長谷工 住まいのデザインコ
ンペティション」優秀賞
作品名「POROUS MULTI-STORY NAGAYA」

建築学科2021年卒業 青山稜（米田研究室）
建築学生同盟北海道組主催「北海道組卒業設計合同講評会 2021」
最優秀賞　受賞作品「森と私」

建築学科2021年卒業 麻生香実（米田研究室）
建築学生同盟北海道組主催「北海道組卒業設計合同講
評会 2021」優秀賞　受賞作品「とける絆 ─ 震災後
10年から読み解く新たなランドスケープの提案 ─」

建築学科2021年卒業 上村祥馬（米田研究室）
日本建築家協会北海道支部主催「JIA北海道支部
学生卒業設計コンクール 2021」銅賞
作品名「shoma and・・・～さみしが
りやな僕の、おおげさでささやかな建
築的行為～」

建
築
学
科 

米
田
研
究
室
の
院
生
・
学
部
生

卒
業
設
計
作
品
展

建
築
学
科

米
田
研
究
室

設
計
コ
ン
ペ
等
で
多
数
入
賞

HGU SOS 公式 LINE
▽
３
月
４
日  

北
幹
警

備
保
障
株
式
会
社
代
表

取
締
役
社
長 

秋
庭
征
富

氏
、
同
総
務
課
長 

高
橋

玲
子
氏

Ⅰ部自治会執行部委員長 法学部政治学科 3 年 山
やま

口
ぐち

 和
やまと

　

Ⅰ
部
自
治
会
執
行
部

は
４
月
23
日
（
金
）
か

ら
三
日
間
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
Ｐ
Ｒ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
総
参
加
団
体

は
60
を
超
え
、
当
日
は

５
０
０
名
ほ
ど
の
新
入

生
・
新
２
年
生
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
［oVice

（
オ

ヴ
ィ
ス
）］
と
い
う
、
ま

さ
に
そ
の
場
で
相
手
と

話
し
て
い
る
よ
う
な
全

く
新
し
い
ア
プ
リ
を
用

い
て
の
開
催
で
し
た
が
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
よ
う
に
顔

を
出
す
必
要
は
無
い
た

め
、
皆
さ
ん
気
軽
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
と
思

い
ま
す
。
Ｐ
Ｒ
大
会
の
お

か
げ
で
サ
ー
ク
ル
に
加

入
し
た
と
の
お
声
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し

た
。
例
年
の
よ
う
な
体
育

館
で
行
わ
れ
る
Ｐ
Ｒ
大

会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い

う
形
で
実
現
で
き
た
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
もoVice

で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
企
画
し
、
引

き
続
き
皆
さ
ん
の
よ
り

良
い
学
校
生
活
の
支
え

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

2021年度オンラインＰＲ大会参加団体
ゴルフ部、器械体操部、Ⅰ部十月祭実行委員会、演劇研究会、グリークラブ、準硬式野球部、北
大系バレーボールサークル Be-１、フリーフォームレスジャズオーケストラ、吹奏楽団、北海学園大
学広報サークルぴある、ボクシング部、２部写真部、体育会弓道部、カタリバ北海道、フットサル
サークル kuraku、G'staff、天文サークル GSEC、競技ダンス部、HISTORY とよきし元気隊、スキュー
バダイビング部、フォークソング研究会、体育会男子ラクロス部、スカッシュラケット部、ジャズ研
究会、TABIPPO 札幌、ハンドボール部、よさこいソーランサークル 粋、少林寺拳法部、アカペラサー
クル Lapis、茶道研究会、法研究会、大通チャレンジラボ、情報処理珠算研究会、女子ラクロス部、
全学応援団チアリーディング部、北海学園大学キャップ投げサークル、ボランティアネットPコネクショ
ン、UNIDOL 北海道実行委員会、北海学園大学ダーツサークル CLUB RIZE、全学応援団指導部、
カントリー＆ウエスタン研究会、アイスホッケー部、基礎スキー部、厚生委員会、囲碁研究会、男子
バレーボール部、模型同好会、陸上競技部、アメリカンフットボール部、サイクリング部、国際協力
学生団体「結」、MUSIC NUTS、ワンダーフォーゲル部、ナレオハワイアンズ、YOSAKOI ソーラン
祭り学生実行委員会、フリーミュージッククラブ、アイセック北海道委員会、ストリートピアノ同好会、
放送研究会、２部男子バスケットボール部、ソフトボール同好会、北海学園大学空手道部
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学　部 学　科 試験募集年次 出願期間 試験日

試験日

経済学部

一般編入学･転入学試験　推薦編入学試験

社会人特別編入学･転入学試験

経済学科・地域経済学科
経済学科・地域経済学科 一般・推薦３年次 ～10月5日（火） 11月 6 日（土）10月15日（金）

経営学部 経営学科・経営情報学科
経営学科

一般・推薦
一般

～10月18日（月） 11月27日（土）10月29日（金）
～1月17日2022年

2021年

2021年

2021年

2022年
2021年

2021年

（月） 2月26日（土）1月28日（金）

法 学 部 法律学科・政治学科
法律学科・政治学科 ～9月17日（金） 10月23日（土）

2月18日（金）
9月24日（金）

～1月11日（火） 1月18日（火）

2022年 2月18日（金）～1月11日（火） 1月18日（火）

人文学部 日本文化学科・英米文化学科
日本文化学科・英米文化学科 一般

一般・推薦
一般・推薦

～10月 1 日（金） 10月30日（土）10月 8 日（金）
2022年 ～1月17日（月） 2月24日（木）1月28日（金）

工 学 部
社会環境工学科（社会環境コース・環境情報コース）
建築学科
電子情報工学科
生命工学科

一般

期

2021年 ～6月 8 日（火） 7月 3 日（土）6月12日（土）

2022年 ～1月18日（火） 2月19日（土）1月22日（土）

2022年度 北海学園大学 編入学･転入学試験日程

※社会環境工学科社会環境コース、建築学科、生命工学科は、Ⅰ期の募集を行いません。
※工学部Ⅱ期の募集人員に関しては、欠員に応じて変更する場合があるため、
　事前に工学部事務室「編入学・転入学係」までお問い合わせください（11月下旬予定）。

1部
2部

1部
2部

1部
2部

1部
2部

学　部 学　科 出願期間

経済学部

経営学部

経済学科・地域経済学科
経済学科・地域経済学科 ～10月23日（土） 11月28日（日）

11月27日（土）
2月26日（土）

11月 5 日（金）

2021年 ～10月18日（月） 10月29日（金）
2022年 ～1月17日（月） 1月28日（金）

Ⅰ期３年次
３年次
２年次
３年次
３年次

３年次

３年次

Ⅱ期

Ⅰ期
一般

Ⅱ期
Ⅰ期
Ⅱ期

Ⅰ期
Ⅱ期

Ⅰ期

Ⅱ期

1部
2部

経営学科2部

2022年度 北海学園大学大学院 入試日程

経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科
経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科

経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科

課程 入試 研究科名 出願期間 試験日

課程 研究科名 出願期間 試験日

修士

博士
（後期）

10月  6 日（水）
10 月16 日（土）
10 月  6 日 （水）
10 月 23 日（土）
10 月 12 日（火）
2月 19 日（土）
2月 19 日（土）
2月 19 日（土）
2月 19 日（土）

2月 19 日（土）
2月 19 日（土）
2月 19 日（土）
2月 19 日（土）
2月 15 日（火）

2月 15 日（火）

9月   1  日（水）～　
9月15日（水）

2021年

2022年

2022年

1月  8  日（土）～　
1月19日（水）

1月  8  日（土）～　
1月19日（水）

※詳細は募集要項でご確認ください。URL https://www.hgu.jp/

第  

Ⅰ  

期

第  

Ⅱ  

期

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
保
護

者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お

子
様
の
ご
入
学
を
心
よ
り
歓
迎
致
し

ま
す
。
ま
た
、
在
学
生
の
皆
さ
ん
に

お
か
れ
ま
し
て
も
ご
進
級
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
こ
の
１
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
社
会
に

お
け
る
様
々
な
変
化
や
混
乱
が
生
じ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
学
生
の
皆
さ
ん
も
例
年
に
な
い

形
で
の
受
験
生
や
大
学
生
と
し
て
の

生
活
を
強
い
ら
れ
、
大
変
な
ご
苦
労

だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
心
か
ら
の

労
い
の
言
葉
を
お
送
り
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
昨
年
の
こ
の
原
稿
で
は

「
こ
の
よ
う
な
異
常
な
状
況
下
で
感

じ
る
不
安
や
気
分
の
変
化
は
専
門
的

な
観
点
か
ら
は
自
然
な
反
応
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
こ
と
な
の
で
安
心
し
て
く
だ
さ

い
」
と
記
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
も

は
や
現
状
は
異
常
で
は
あ
る
も
の

の
、
か
つ
て
の
よ
う
な
生
活
そ
の
ま

ま
に
戻
る
こ
と
は
も
う
な
い
の
で
は

な
い
か
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
１
年
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」
と
い
う
言

葉
が
そ
の
現
実
を
如
実
に
物
語
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
ま
で
以
上
に
不
確
か
な
時
代
を

前
進
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
不
安

や
悩
み
が
尽
き
な
い
こ
と
か
と
思
い

ま
す
。
例
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
な
ど
は
コ
ロ

ナ
禍
以
前
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
も

の
で
し
た
。
リ
ア
ル
な
人
間
関
係
の

つ
な
が
り
を
確
保
す
る
こ
と
が
ま
ま

な
ら
ず
、
孤
立
感
を
覚
え
る
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
将
来
の
進

路
に
関
し
て
再
考
せ
ざ
る
を
得
な
い

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
学
生
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
室
で
は
皆
さ
ん
の
悩
み

や
心
配
事
に
寄
り
添
い
、学
生
生
活
、

そ
し
て
そ
の
後
の
人
生
が
よ
り
よ
き

も
の
と
な
る
よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
些
細
な

こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
専
門
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
大
学

の
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

困ったときは、ひとりで悩まず
学生カウンセリング室へ!!

事前予約制です。予約はメールでお願いします。 E-mail:hgukokoro@hgu.jp 
※相談は通常、対面形式で行っていますが、新型コロナウイルス感染対策を踏まえ、希望
　者には電話対応も行っています。  

田
た

中
なか

 勝
まさのり

則
経営学部准教授

志
し ぼ い

保井 優
ゆう

子
こ

非常勤講師 小
こ  ばやし

林　后
きさき

　渡
わたなべ

邉 紀
のり

子
こ

非常勤講師
渡
わたなべ

邊 良
りょう

平
へい

非常勤講師

カウンセラー 学生支援コーディネーター

2021年度 進学相談会 各会場とも入場無料、事前の申込みは不要です。

道内会場

道外会場

開催月日 場所 会場名 開催月日 場所 会場名
 6月  8日㈫ 函館 ベルクラシック函館
 6月  9日㈬ 札幌 アクセスサッポロ
 6月11日㈮ 函館 函館法華クラブ
 6月15日㈫ 釧路 釧路センチュリーキャッスルホテル
 6月18日㈮ 札幌 プレミアホテル-TSUBAKI-札幌
 7月15日㈭ 苫小牧 苫小牧市総合体育館
 8月24日㈫ 札幌 札幌パークホテル
 8月25日㈬ 旭川 道の駅あさひかわ
 8月31日㈫ 函館 ベルクラシック函館
 9月  7日㈫ 函館 函館アリーナ
 9月10日㈮ 帯広 よつ葉アリーナ十勝
 9月14日㈫ 北見 ホテルベルクラシック北見
 9月14日㈫ 札幌 つどーむ
 9月15日㈬ 札幌 つどーむ
 

 9月15日㈬ 札幌 ホテルエミシア札幌
 9月17日㈮ 倶知安 倶知安町総合体育館
 9月17日㈮ 釧路 湿原の風アリーナ釧路
 9月17日㈮ 札幌 アパホテル＆リゾート札幌
 9月22日㈬ 旭川 道北アークス大雪アリーナ
10月 5日㈫ 札幌 アクセスサッポロ
10月15日㈮ 札幌 サッポロファクトリーホール
10月20日㈬ 札幌 プレミアホテル-TSUBAKI-札幌
10月26日㈫ 帯広 ホテル日航ノースランド帯広
11月 1日㈪ 苫小牧 グランドホテルニュー王子
11月 8日㈪ 旭川 アートホテル旭川
11月 9日㈫ 北見 ホテルベルクラシック北見
11月 9日㈫ 紋別 紋別市スポーツセンター
11月10日㈬ 札幌 ホテルエミシア札幌

開催月日 場所 会場名
11月10日㈬ 網走 網走セントラルホテル
11月11日㈭ 釧路 釧路市観光国際交流センター
11月15日㈪ 札幌 札幌パークホテル
11月17日㈬ 函館 ベルクラシック函館
11月18日㈭ 室蘭 蓬崍殿
12月 9日㈭ 札幌 ガトーキングダムサッポロ

開催月日 場所 会場名
 9月  8日㈬ 青森 リンクステーションホール青森
 9月21日㈫ 盛岡 アイーナ

第１回 〈1部・2部共通〉

第２回 〈1部・2部共通〉

6/20 日

7/18 日

Web開催

豊平・山鼻キャンパス

豊平・山鼻キャンパス

第３回 〈1部・2部共通〉・２部（夜間部）
1部・2部
共通9/26 日 豊平キャンパス2部
夜間部

【開催内容】大学説明会、入試制度説明会、学部別特別
イベント、学生スタッフによる個別相談ブース、教員
による個別相談ブース、学内ツアー  など

申込必須! 
本学公式 LINE
よりお申込みく
ださい。

イベント及びお
申込みの詳細
については本学
HPをご確認く
ださい。

※開始時間は学部ごとに異なりますので、下記QRコードよりご確認ください。

OPEN CAMPUS 2021OPEN CAMPUS 2021OPEN CAMPUS 2021

とかちプラザ
道の駅あさひかわ

函館アリーナ函館

旭川
帯広

土7/31

土

生涯学習センター きらん室蘭 日

日

8/1
釧路市生涯学習センター釧路 8/7

土 北見芸術文化ホール（きた・アート21）北見 8/7
8/8

日8/8
【開催内容】  入試課スタッフによる
「大学説明会」「保護者向け説明会」
「入試制度説明会」、学部教員による
オンライン相談、パネル展示など

13：00－17：00全会場 申込方法などの
詳細は本学HPで!

ミニオープンキャンパスミニオープンキャンパスミニオープンキャンパス2021
年 度

大学院進学説明会大学院進学説明会大学院進学説明会
13:00～
豊平           ６号館３階

2021年度

【開催内容】 　各研究科個別相談会、奨学金説明会・
個別相談、施設見学 、社会人特例・長期履修制度説明、
就職情報の提供

キャンパス

土第1回 7/3
土第2回 12/4

※参加前に必ず最新情報
　を確認してください。

※今後の新型コロナウイルス感染症の感染状況によって、イベント内容および　　
　開催日時が変更・中止となる場合があります。

　

２
０
２
１
年
３
月
卒
業
生
の
就
職

状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
就
職
率
は

表
１
の
と
お
り
で
、
学
部
に
よ
っ
て
多

少
の
増
減
は
あ
り
ま
す
が
、
例
年
並
み

の
就
職
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
３
月
か
ら
５
月
ま

で
企
業
の
採
用
活
動
も
停
滞
し

て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し

た
説
明
会
や
面
接
な
ど
に
よ
っ

て
、
ほ
と
ん
ど
の
民
間
企
業
は

例
年
並
み
の
採
用
活
動
が
出
来

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

公
務
員
採
用
に
関
し
て
は
、
国

家
公
務
員
一
般
職
や
裁
判
所
職

員
の
一
次
試
験
日
が
後
ろ
倒
し

に
な
り
、
政
令
指
定
都
市
の
結

果
が
出
た
あ
と
の
試
験
と
な
っ

た
た
め
、
受
験
者
数
が
大
幅
減

少
と
な
り
、
受
験
者
に
と
っ
て
は
受
か

り
や
す
い
状
況
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
が
常

態
化
し
た
現
４
年
生
に
つ
い
て
は
、
説

明
会
や
面
接
は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン

の
両
方
で
対
応
で
き
る
よ
う
、
準
備
す

る
こ
と
が
必
須
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
、
首
都
圏

や
道
外
の
企
業
説
明
会
・
面
接
に
も
手

軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、
学
生
は
企
業
情
報
を
集
め
る
こ
と

が
と
て
も
容
易
に
な
っ
た
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
、

当
然
、
新
卒
採
用
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
首
都
圏
で
は
す
で
に
買
い
手

市
場
の
様
相
で
あ
る
と
い
う
こ

と
も
耳
に
し
ま
し
た
。
大
卒
求
人

倍
率
は
１
・
５
０
倍
（
リ
ク
ル
ー

ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
調
べ
）
と
、

ま
だ
ま
だ
企
業
の
採
用
意
欲
は

衰
え
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
選
考
基
準
が
い
ま
ま
で
よ

り
も
高
め
に
設
定
さ
れ
る
な
ど
、

よ
り
質
を
重
視
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
企
業
は
ま

だ
ま
だ
採
用
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
就
活
生
は
情
報
収
集
・
準

備
・
行
動
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
対
面
・

メ
ー
ル
な
ど
状
況
に
合
わ
せ
て
就
活

生
の
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

情報収集・準備・行動を
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表2　2021年3月卒業生 業種別就職先と人数

※紙面の都合から主な就職先約 264社を掲載しました。

国家公務員一般職 54
国税専門官 17
労働基準監督官 2
裁判所職員一般職 2
法務省専門職員（人間科学） 1
海上保安官 1
刑務官 1
自衛隊一般幹部候補生 1
自衛隊一般曹候補生 3
北海道職員 40
北海道警察 23
札幌市役所（一般事務・他） 19
札幌市役所（消防） 13
道内市役所 31
道内町村 27
警視庁警察官 3
東京消防庁消防官 2
横浜市役所 1
国立大学法人等職員 6
札幌市及び北海道教員 8
つうけん 5
伊藤組土建 2
開発工営社 3
丸彦渡辺建設 4
岩倉建設 2
岩田地崎建設 4
宮坂建設工業 2
新太平洋建設 1
西松建設 1
大成ロテック 1
大成建設 1
中山組 3
武ダホールディングス 3
北海電気工事 3
カナモト 4
共成レンテム 3
スウェーデンハウス 1
ミサワホーム北海道 1
ロゴスホーム 3
一条工務店 6
三井ホーム北海道 2
大東建託 1
大和ハウス工業 3
北海道セキスイハイム 6
ズコーシャ 1
ドーコン 1
イオンモール 1
エイブル 2
札幌駅総合開発 1
三井不動産リアルティ札幌 6
常口アトム 6
東急リバブル 2
ケイシイシイ 3
よつ葉乳業 1
日糧製パン 1
北海道コカ・コーラボトリング 3
六花亭製菓 1
ホクレン肥料 2
日本高圧コンクリート 5
北海道コンクリート工業 2
アイリスオーヤマ 2
三菱電機 1
昭和木材 2
桐井製作所 1
雪印種苗 2
アイワード 2

総合商研 1
凸版印刷 2
ＰＡＬＴＡＣ 1
あらた 1
ワタキューセイモア 1
栗林商会 2
大丸 4
渡辺パイプ 2
ほくやく 6
モロオ 3
ホシザキ北海道 1
ムトウ 2
リコージャパン 3
岩崎 3
大塚商会 1
竹山 3
富士フィルムビジネスイノベーションジャパン 2
トヨタモビリティパーツ北海道統括支社 1
ヤンマーアグリジャパン 1
日本キャタピラー合同会社 1
北海道クボタ 5
エネサンス北海道 3
キーン・ジャパン合同会社 1
キムラ 3
ヤマチユナイテッドグループ 4
永浜クロス 1
丹波屋 3
長谷川産業 3
北海道エナジティック 4
ナシオ 3
国分グループ本社 1
森永乳業北海道 3
東日本フード 2
日本アクセス北海道 2
日本ハムマーケティング 1
アークス 1
イオン北海道 11
コストコホームセールジャパン 1
セコマ 7
セブン－イレブン・ジャパン 2
ダイイチ 4
ファミリーマート 1
ホクレン商事 3
ラルズ 5
生活協同組合コープさっぽろ 10
東急百貨店 2
東光ストア 8
サマンサタバサジャパンリミテッド 1
バーニッシュカンパニー 3
ユニクロ 1
青山商事 1
ハスコムモバイル 4
ヨドバシカメラ 4
ニトリ 9
北ガスフレアスト 3
きのとや 3
アイングループ 13
サッポロドラッグストアー 2
サンドラッグプラス 3
ツルハ 9
クレタ 4
トヨタカローラ札幌 4
ネッツトヨタ札幌 5
札幌トヨタ自動車 2
札幌トヨペット 3
北海道ブブ 2

北海道マツダ販売 3
北海道三菱自動車販売 2
北海道日産自動車 2
ＤＣＭホーマック 5
いちたかガスワン 2
ハミューレ 2
ホクレン油機サービス 2
リラィアブル 3
北海道エネルギー 3
ＮＴＴドコモ 2
ＮＴＴ東日本－北海道 3
東日本電信電話 1
北海道総合通信網 1
リクルート北海道じゃらん 2
北海道アルバイト情報社 1
北海道建設新聞社 2
エイベックス・グループ・ホールディングス 1
エイチ・テー・ビー映像 1
札幌映像プロダクション 2
ニトリパブリック 1
ＤＮＰ情報システム 2
ＨＢＡ 6
Ｉ・ＴＥＣソリューションズ 5
ＮＥＣソリューションイノベータ 1
ＳＣＳＫ北海道 1
ＳＯＣ 6
アシスト北海道 2
アドヴァンスト・ソフト・エンジニアリング 2
エイチ・アイ・ディ 2
エイチ・エル・シー 3
エスイーシー 2
オービックビジネスコンサルタント 2
クレスコ 1
ジャパンテクニカルソフトウェア 5
スリーエス 2
ゼウス・エンタープライズ 2
つうけんアドバンスシステムズ 2
トランスコスモス 8
パーソルプロセス＆テクノロジー 6
ペイロール 4
日本アイ・ビー・エムデジタルサービス 4
北海道日立システムズ 2
ダイアモンドヘッド 2
マイナビ 2
恵和ビジネス 2
北海道エア・ウォーター 1
北海道電力 1
エア・ウォーター物流 1
ホームロジスティクス 1
ロジネットジャパン 2
共通運送 2
佐川急便 1
日本通運 2
日立物流ダイレックス 1
北海道丸和ロジスティクス 5
北海道旅客鉄道 7
ゆうちょ銀行 4
北海道銀行 7
北海道信用保証協会 1
北洋銀行 9
北陸銀行 1
旭川信用金庫 2
遠軽信用金庫 4
札幌中央信用組合 1
室蘭信用金庫 1
大地みらい信用金庫 2

苫小牧信用金庫 3
日高信用金庫 2
北海道信用金庫 13
北海道信用農業協同組合連合会 3
北海道労働金庫 4
北見信用金庫 1
留萌信用金庫 2
ジャックス 1
ニッセンレンエスコート 1
日本年金機構 3
中道リース 3
あいおいニッセイ同和損害保険 2
ソニー損害保険 3
住友生命保険相互会社すみれい 3
全国共済水産業協同組合連合会 2
全国共済農業協同組合連合会 1
全国労働者共済生活協同組合連合会 1
損害保険ジャパン 1
第一生命保険 1
東京海上日動火災保険 1
日本生命保険相互会社 4
明治安田生命保険相互会社 6
岡三証券 1
Ｗｉｚ 2
アイティ・コミュニケーションズ 3
エイジス北海道 1
オカモトグループ 6
ネクシィーズ 2
ベネッセスタイルケア 3
マーキュリー 4
日研トータルソーシング 2
北海道エアポート 2
あきんどスシロー 3
アレフ 1
スターバックスコーヒージャパン 1
フォーシーズ 3
丸千代山岡家 2
日清医療食品 1
共立メンテナンス 1
鶴雅グループ鶴雅リゾート 2
ベネッセコーポレーション 1
札幌進学プラザ 1
練成会グループ 5
ＳＡＴＯ社会保険労務士法人 1
アクセンチュア 1
フュージョン 1
吉岡経営センター 5
アウトソーシングテクノロジー 6
アスクゲート 2
エイジェック 3
パーソルキャリア 1
あいプラン 3
グローヴエンターテイメント 1
サツラク農業協同組合 1
ホクレン農業協同組合連合会 12
札幌市農業協同組合 1
新函館農業協同組合 2
帯広市川西農業協同組合 2
北海道農業協同組合中央会 2
公益財団法人東京都スポーツ文化事業団 1
独立行政法人国立病院機構 2
日本郵便 7
一般財団法人さっぽろ水道サービス協会 1
札幌商工会議所 1
北海道漁業協同組合連合会 5
北海道商工会連合会 1

公
務
員
・
国
立
大
学
法
人

建
設
・
住
宅
・
不
動
産

メ
ー
カ
ー

メ
ー
カ
ー

小
売

小
売

金
融

サ
ー
ビ
ス

団
体

エ
ネ
ル
ギ
ー

Ｉ
Ｔ
・
情
報
処
理
・
通
信

運
輸
・
倉
庫

金
融

卸
売

内定率（％）

2
部

90.8 90.4
95.0 85.7
86.7 91.7
90.9 83.3
90.3 84.4
85.9 96.8
91.1 92.3
95.5 100.0

90.7
92.6
88.9
89.6
88.3
89.2
91.3
96.0

英米文化
日本文化
政治
法律
経営
地域経済
経済
学科

2部合計

女 計男
内定率（％）

1
部

89.3 98.1 92.1経済
97.2 100.0 97.7地域経済
89.7 96.2 93.0経営
94.7 98.3 96.2経営情報
94.5 96.4 95.2法律
100.0 96.4 99.0政治

学科

1部合計　男/93.7、女/96.4、計/94.7
1部･2部合計　男/92.8、女/95.1、計/93.6

女 計男
内定率（％）

1
部

95.2 91.3 93.2日本文化
89.7 95.7 92.9英米文化
100.0 100.0 100.0社会環境工
98.0 93.3 96.8建築
91.1 100.0 91.4電子情報工
83.3 100.0 86.4生命工

学科 女 計男

表1　2021年3月卒業生就職状況


